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１.夏休み期間の子どもボランティア活動の

取り組み（旭区） 

【本のとびら 高石さん】 

 旭図書館の夏休み子どもボランティア養成

講座は平成 18 年度から始まった。3 年目であ

る平成 20 年度からは、私たちのグループ「本

のとびら」も子どもボランティア養成講座にか

かわってきた。講師のお話のあと、実際子ども

たちが読み聞かせを実演するときにいっしょ

に行事を行ってきた。今年度（平成 21 年度）

は、その経験をもとに「本のとびら」のメンバ

ーだけで講座を進めていった。その取り組みに

ついて、大阪市の広報番組（ケーブルテレビ番

組「おおさか大好キッズ」（約 5分））から取材

があり、活動状況の放映があったので、ご覧い

ただきたい。 

－ビデオ上映－ 

《内容》 講座参加者の小学 4年生と 5年生の

2 名が進行役になって、「子どもボランティア

養成講座」の内容を紹介していった。講座は、

夏休みの期間を利用して全 6回で行われた。絵

本の読み聞かせや紙芝居、パネルシアターなど

のやり方を学び、練習して、４回のおはなし会

を行った。どの絵本を読むかも講師のアドバイ

スを参考に自分で選び、プログラムも考えて、

間に手遊びなどもやった。また、旭図書館の職

員の指導のもと、カウンターでの貸出・返却や

書架の整頓などの図書館の仕事も体験した。 

 その様子の映像が流れたあと、進行役の 2

名が講座を受けたメンバーに、「どうしてこの

講座を受けようと思ったか」「ボランティアを

体験して、どう感じたか」などをインタビュー

した。「本が好きで、将来保育士か幼稚園の先

生になりたいから」「大きくなったら小さい子

に絵本を読んであげるグループにはいりたい

から」などそれぞれのきっかけを語った。また、

「実際やってみるとドキドキしたけれど、読み

終わったときの快感がすごくよかった」と参加

した感想を述べた。 

－ビデオ終了－ 

 今ご覧のように小１から中学生までの子ど

もボランティア 21 名が誕生した。そのなかで、

読み聞かせを中心にするグループと、図書館の

仕事に興味があって、仕事中心にボランティア

活動をするグループとに分かれて日程を組ん

だが、ほとんどの小学生は両方の体験を希望し

た。中学生は仕事体験を希望していた。ご覧い

ただいたように子どもたちが絵本を選んで、練

習して、プログラムを自ら考えておはなし会を

開催した。はじめは恥ずかしがっていたりした

が、今の子どもたちは場慣れをしているという

か、はきはきと読むことができる、活発な子ど

もたちが集まってくれたように思う。 

【旭図書館 藤井館長】 

 「子ども図書館ボランティア養成講座」は、

去年まで 10 人ぐらいの参加者だったが、今年

はこども青少年局の「サマースクールシティ事

業」のひとつとして広報をしていただいた結果、

区外の子たちもかなり集まり、21 人中ほぼ半

分が、区外からこの講座に通ってきてくれた。

そのような状況なので、区内の子どもの参加者

も含め、全体的にとても子どもたちが元気で積

極的に活動していたように感じた。そのぶん、

指導していただくボランティアのみなさんは、

昨年の経験があったとはいえ、対応する子ども

たちの人数が昨年より 2倍になったわけで、そ

れだけでもいろいろな準備や当日の進行など、

大変だったかと思う。また、大人がお膳立てを

して、読む絵本をあたえて読むだけという方法

ではなく、子どもたちが自分で絵本を選んで、

パネルシアターや紙芝居などをボランティア

から教えてもらったなかで、自分たちで何をす

るか考えてプログラムを組んだので、子どもた

ちも非常にやりがいがあったと思う。 
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２.中学生によるおはなしボランティア講座

報告（天王寺区） 

【夕陽丘中学校 山口先生】  

★放送部のメンバーでおはなし会をしてみた

い 

 夕陽丘中学校は、12 クラス・特別支援学級

２クラスの合計 14 クラスで、私は放送部の顧

問を４年間させていただいた。放送部の生徒は、

どちらかというと活発ではない子が多い。マイ

クの前では話せるが、いざ人前に出ると恥ずか

しがったり、遠慮する子が多い。そんな生徒た

ちに「声を人に届ける」ということを実感して

もらうために、今から３年前、天王寺図書館の

館長に図書館でおはなし会をさせてもらえな

いか打診した。図書館司書の指導を受けて、

2007 年 6 月から月１回の割合でおはなし会を

させてもらった。 

 20 年度に子ども読書応援団派遣事業に申し

込みを行い、地域のボランティアである、絵本

の会天王寺・天王寺おはなしぼちぼちの皆さん

を紹介していただいた。3月に中学 1年生を対

象にブックトーク、読み聞かせなどを実施して

いただいた。ボランティアさんとのつながりが

できたので、この関係を続けていければと思っ

ていたところ、今年青少年おはなしボランティ

ア講座があるということを知り、応募した。活

動内容はレジメを参照。これまでのおはなし会

では、自分の好きな本を選んでいたが、今回の

講座を通じて、聞いてもらう子どもたちの対象

年齢を考えて本を選ぶことを学んだ。 

 思春期を迎えた子どもたちにとって、パネル

シアターをすることは難しい面もある。今回の

講座を終えて、手遊び、パネルシアターで聞き

手の心をなごませることの大切さに気づき、講

座をうけてからは必ず入れるようになった。 

 最終の五条幼稚園での発表会が生徒たちに

とっても、とても良かった。プログラムをボラ

ンティアさんに指導を受けながら作り、幼稚園

の子どもたちにすごく喜んでもらえた。それが

大きな自信・収穫になった。それ以降、五条幼

稚園でのおはなし会の機会を持たさせてもら

っている。中学生自身が「本を媒介にして楽し

い時間を提供する」という意識へと変わった。 

★中学生と図書館とのつながり 

 天王寺図書館では職業体験等でお世話にな

っていた。今回の講座を通じて、参加したメン

バーはそれまで以上に図書館に足繁く通うよ

うになった。また、図書館に来年の修学旅行に

向けての調べ学習の本を集めてもらったり、中

学校と図書館のつながりも少し太くなったと

思う。 

★これからの課題 

 中学生の趣味が多様化するなかで、おすすめ

の本を問うと半数以上が具体的なタイトルを

あげられるが、朝読の時間を楽しいと感じてい

る生徒は少ない。今年度のアンケートでは読書

を好きですか？との問いには「好き・どちらか

といえば好き」を併せてもどの学年も３分の２

を越えていないのが現状で、学校図書館利用し

ている生徒は半分を満たない。また、校区内の

天王寺図書館を利用したことがある生徒は４

分の１に満たない結果となった。どうやって図

書館を利用する機会を増やすことができるの

かが今後の課題である。 

 今回紹介してもらったボランティアさんと

のつながりをより太くして、図書館とも連携し

ていきたい。  

【絵本の会天王寺 河野さん】 

 中学生が楽しんで参加し、自主的におはなし

会を開催できることを念頭に講座を行った。 

絵本のリスト・幼稚園・保育園でのおはなし

会について詳しく書いたものを用意し、興味を

もってもらえるようにプログラムもレジメに

つけた。 

１回目講座の後アンケートをとった結果、皆

「大変満足・満足」を選んでくれていた。おは

なし会の雰囲気を感じてもらうために、大型組

木・パネルシアターを実演し、何が一番印象に

残ったかとの問いには、大型組木をはじめて見

たので楽しかった等の回答があった。さきほど
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生徒たちが消極的だと言われていたが、皆放送

部員なので声を届けるという訓練ができてい

る。また、全員が自ら読み聞かせをしてもらっ

た経験があると回答していた。幼児期の体験と

いうのは中学生になっても、心の中に残ってい

るのだと思う。 

どんな本が好きかとの問いには「ぐりとぐ

ら」「でこちゃん」「かいじゅうたちのいるとこ

ろ」「スイミー」などがあがっていた。 

おはなし会でこれから何をしたいかとの問

いには、苦手だったパネルシアターや手遊びも、

教えてほしいという要望がでていた。 

講座を終えて感じたことは、講座が５回目に

もなるとみんな積極的になったと思う。本番の

際、これまで幼稚園児の前にでることがあまり

なかったためか、中には緊張してつまったりす

る生徒もあったが、観客である幼稚園児から

「がんばって」との声かけもあり、終わったら

とても大きな拍手があった。ボランティアのお

はなし会ではないことで、話し手、聞き手側と

もにおはなし会を共有できているということ

だと思う。とても良いものをみせてもらったと

思う。 

私達にとってもこのような中学生との交流

は良い刺激、勉強になり、また講座後は、道で

中学生にあうと、声をかけてくれるようになっ

た。図書館を通じて学校と地域がむすびつく良

い機会をえたと思う。 

事業仕分けで子どもの読書活動関連の事業

費が削られている。学校と地域や図書館を結び

つけるような事業はこれからも続けていって

ほしい。 

 

３.言語力の向上をめざす小学校の取り組み

～学校図書館の充実で子どもたちの「読みた

い」を支援～（中央区） 

【南小学校 丹羽教頭】 

21 年度から学校図書館活性化事業を開始し

た。南小学校は、昭和 62 年４月、４つの学校

（大宝・芦池・道仁・精華小学校）が統合して

できた学校。児童数 172 名（単学級で６クラス）。

１／３は他国にルーツを持つまたは外国籍の

児童。言語レベルは日本語がまったく話せない

児童からバイリンガルまで様々。（国籍はフィ

リピン・中国・韓国・イタリア等）地域は、校

区内に「心斎橋」「難波」「長堀橋」「日本橋」

の４駅があり、ビル群や大きな商店街がある反

面、雑居ビル・マンションもある。校区内には

島之内図書館があり、団体貸出等で利用させて

もらっている。このような恵まれた環境にもか

かわらず、子どもたちの図書館利用率はあまり

高くないのが現状。 

読書活動の課題には、図書館環境における課

題と、児童の読書に関する課題に分けられる。

まず、図書館環境における課題としては「本が

雑然と並べられ、読みたい本を探しにくい」「掲

示物等の変化が少なく、読書意欲を喚起しにく

い」「蔵書数が少なく、古い本や修理されてい

ない本が多い」「新刊情報が入っても情報が伝

わりにくい」の５点があげられる。 

児童の読書に関する課題としては、以下の３

点があげられる。「図書館の利用率が低い」、図

書館の開放時間が短かったということも影響

していると考えられる。また、「漫画や図鑑ば

かり読む傾向にある児童は、お話の世界に浸り

きることができにくい」、特に日本語が上手で

ない子どもたちは絵や写真の多い漫画や図鑑

ばかり読む傾向にある。最後に、「総合的な学

習など、調べ学習に十分活用されていない」と

いうこともあげられる。 

以上のような課題を抱えるなか、外部の力も

借りて子どもたちの読書環境を充実させる方

法がないか模索していたところ、19 年度から

はぐくみネットが立ち上がった。それをきっか

けに、おはなし会ができないかと検討、20 年

に「おはなしＱの会」（Ｑはカルテット＝地域・

保護者・児童・学校を意味する）をたちあげた。

このおはなし会の大きな成果は、図書館の環境

整備、読書のきっかけづくりを多くしてもらっ

たこと。 
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今年度からの取り組み内容として、まず図書

館開放時間の拡大、業間休み、昼休み、放課後

に開放することができた。曜日を決めて開放し

ているが、ボランティアさんの協力によって随

時柔軟に対応していただいている。 

また、「朝読み」と称して朝の時間に年間各

学年 2回ずつの読み聞かせを実施。環境整備と

しては、本の修理、整理整頓、室内ディスプレ

イ、お薦めの本の紹介をしていただいた。 

お話会は、第２・４金曜日の昼休みに予定を

組んで、読み聞かせや紙芝居・大型絵本・パネ

ルシアターをしていただいている。 

図書館の環境整備を具体的にどのように進

めていったかというと、まず「本を検索しやす

く、使い易い図書館」、「落ちついた雰囲気で温

かみのある図書館」を目指し、くつろぎ（癒し）

の空間・学習センターとしての機能を目標に進

めていった。 

使いやすさとしては、どこに何があるかわか

るようにサインをわかりやすくした。温かみと

しては、新刊書のカバーをディスプレイ、月ご

との壁面ディスプレイの充実。また、布でつく

った手作りのおはなし会の看板やおはなしの

キャラクターのぬいぐるみも図書館の入口や

カウンターに飾っている。入った時に楽しいな、

この主人公のお話を読んでみたいと思っても

らえ、たくさんの本を手にとってもらえている。 

また、おはなし会等のお知らせ方法としては

図書館カレンダーを作成。カラーで作成し図書

館開放日・おはなし会の日などわかりやすいよ

う工夫し、各学級に配布するとともに玄関や図

書館の入口に掲示している。 

閲覧スペース等にはおすすめの本や、おはな

し会で読む絵本の表紙をカラーコピーして、簡

単なあらすじを作成したものを設置。 

定例のおはなし会とは別に、特別おはなし会

も行っている。二胡の伴奏とともに「スーホの

白い馬」の読み聞かせをしたり、拍子木や太鼓

をいれた「じごくのそうべえ」の読み聞かせ。

また、かたりべライブと称して、音楽室を暗く

して、ピアノの弾き語りとともに語ってもらっ

た。また、島之内図書館で行われていたボラン

ティア研修会を、学校でしてもらった。おはな

し組み木の研修があり、子どもたちの前でまず

実演していただき、その後研修という形をとっ

た。 

また、男性のボランティアさんによる紙芝居

もあり、紙芝居の枠も手作り、子どもたちもと

ても楽しみにしている。 

ボランティアさんの読み聞かせを聞いてい

るうちに、自分たちもやってみたい、音読・朗

読をやってみたいという子どもたちが増えて

きた。子どもたちの発表の場・機会を増やして

いきたいと思い、ボランティアさんに相談した

ところ、読み方指導を引き受けてくださった。 

昼の放送で読み方指導を受けたい児童を募

集したところ、30 人近く応募があった。６人

に絞って、１年生～６年生まで３回に渡って読

み方指導をしていただいた。その後、指導を受

けた子たちで昼の放送で「スイミー」の読み聞

かせを行った。始まるまえは緊張していたが、

放送中はとてもいきいきとしていた。終了後は

周りからも褒められて次もやりたいと意欲を

見せていた。中国からきたばかりの児童も、ボ

ランティアさんからの「楽しくやればいいよ」

という声かけを受けていきいきと発表してく

れた。 

ボランティアさんたちには多くのきっかけ

づくりをしていただいたと思う。子どもたちは、

図書室に行っても読みたい本がみつからない

とうろうろしていたが、カウンターのボランテ

ィアさんが本を紹介してくださったり、その場

で読み聞かせしてくださったりということも

あり、読みたい本が増えてきたことで、読書量

が増えている。アンケートの結果でも家での読

書量が殖えていた。 

また、ボランティアさんのがんばりが刺激に

なって教師もがんばらないといけないという

声もあがっている。 
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【おはなしＱの会 井上さん】 

 周りへの声かけや、学校で募集してもらって

メンバーを集め、平成 20 年度に島之内図書館、

絵本の会島之内を見学させてもらって、５月か

ら月１回活動をはじめた。７月のボランティア

養成講座に参加し、プログラム・技術的なこと

を学んだ。意欲的なボランティアが集まったの

で、自分たちの色を出していこうということで

鳴り物入りの読み聞かせなどを行ってきた。 

 モットーは、自分たちが楽しんで無理はしな

い・思いついたことについてとりあえずやって

みる・全員そろってやるとは考えない・発案者

がやってみる。おはなし会も打ち合わせに関し

ても、現在のメンバー12 名のうち 10 人は仕事

に就いているので、全員あつまるのは無理で、

出席できる人だけ参加するようにしている。た

だ、情報の共有は大切なので、顔を見たら伝え

る、メールやファックスを活用して連絡をとる

ようにしている。 

 学校との連絡を密にすることで、気軽に話が

できる環境ができ、成功しているのだと思う。

ボランティアが言い出したことをうけとめて

くれる学校と、機動性が高いボランティアが揃

っている。ただ、ボランティアが入ることによ

る学校への負担が、できるだけ少ないようにと

考えている。 

 各自の特性をいかして活動をしている。二胡

を習っているものや、声楽を学んだものなど、

趣味や特技を活かすようにしている。声楽を学

んでいる人は発声の仕方を丁寧に教えてくれ

た。自由がきき、誰かが助けて欲しいときは助

け合うようにしている。 

 修理・整理は一斉にしないと無理、人手がい

るので、図書委員会の子どもたちと一緒に修理

をしている。図書館の開放のみにかかわるボラ

ンティアもおり、図書館が、地域と子どもたち

のふれあいの場になっている。地域で子どもの

姿を意識するようになった。 

 子どもの読書の質を高めるためには、蔵書の

増加や本の紹介が必要だと思うので、これから

また勉強していけたらと思う。 

 学校図書館活性化事業について、今年度地域

図書館からバックアップしてもらえたのはよ

かったと思う。経験豊かな図書館ボランティア

さんにも疑問に思ったこと、助言をもらえる安

心感がある。 

 実践の研修は、子どもたちの前で実演しても

らえると、反応がわかるのでモチベーションが

あがる。また、研修会は仕事に就いていると設

定日に出席できないため、学校でしてもらうと

行きやすくなる。地域図書館が中心になって、

区内の他校との交流がとれるようになって良

かったと思う。 

 

○意見交換 

 

学識経験者より 

脇谷 邦子（同志社大学嘱託講師） 

  ・大阪市では、各区の図書館が情報を把握

して子どもの読書活動を推進しており、大

都市としては例がない。 

 ・今年度の報告から、子ども自身をお客さん

にせずに巻き込んで展開したことで、子ど

ものよい表情が得られていた。 

 ・ボランティアと行政が連携して地域社会を

つくっていく試みが進んでいるが、不況が

続いて、ボランティアが続けられなくなっ

た方もあると聞く。リタイアした人を巻き

込む等、ボランティアの幅をひろげ、裾野

をひろげる工夫がこれからの課題。 

 ・今年度は「大阪市子ども読書活動推進計画」

の 4年目で、到達状況を把握し、総括する

作業に入る必要がある。図書館・学校・地

域の連携をこれからも続けてほしい。 
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木原 俊行（大阪教育大学教授） 

・いろいろな取り組みの多様性があり、その

厚みや幅を大阪市は誇るべき。ただ、図書

館による関連事業のまとめをみると同じ

ことを続けていたり、重複しているものも

あり、リニューアルを積極的に図っていく

べきではないか。市、区、学校単位ですべ

きことの見直しが必要な時期。 

・ボランティアによる取り組みが子どもの読

書活動推進を支えている。組織化を図った

り、活動の認定や表彰のしくみづくり、市

長との昼食会など、活動を評価する方法を

探ってみてはどうか。 

・子どもたちの参加を重要視していることは

大切だ。いい学びの場が提供されていて、

ぜひ続けてほしい。 

・読書が学力向上のいいきっかけになってほ

しい。読むことを、書くこと・話すこと、

表現することへとつなげる統合的な体験

を子どもたちが持てるよう、一緒に模索し

てもらえたら、と思う。 

 

大阪市 PTA 協議会より 

・One Book One OSAKA 事業について、初め

て知った。市の PTA の広報誌に掲載を依頼

する等もっと PR が必要だ。 

・夏休み子どもボランティアについて、子ど

もたちが将来のためにやっているという

コメントが最高だった。本が大好きという

のは家庭環境だと思う。どういう風に子ど

もを育てれば本が好きになるのかヒント

が隠れていると思う。 

・中学生については、放送部に限らずランダ

ムに声かけをすれば、人数が増えるのでは

ないか。中学生は携帯電話の携帯小説は結

構読む。携帯小説を抜粋して、パソコンに

引き抜くと読むのではないか。 

・教育委員会は学校と地域の架け橋となるべ

きだし、PTA 協議会としても協力を惜しま

ない。 

・PTA も、ボランティアという点では共通点

が多い。出産祝いに絵本をたくさんもらい、

その時はぴんとこなかったが、高校生と中

学生の息子たちはいまだにその絵本を大

事にしている。よいお祝いをもらったと思

う。こういう活動を知ることができてよか

った。PTA を経験された方などにどんどん

声をかけることで、ボランティア活動をさ

れる方が増えていくのではないか。 

 

大阪市生涯学習推進員協議会より 

・推進員協議会として、協力している「ルー

ム教室見学」で、子どもたちが大人に読み

聞かせをしている姿を拝見し、このような

形の読み聞かせがあってもいいのだと考

え、大変感動した。 

・鶴見区でも大勢のボランティアのみなさん

が学校で読み聞かせや図書の整理をされ

ている。 

・鶴見図書館と生涯学習推進員連絡会との共

催事業も実施している。 

・近年、生涯学習推進員も地域を巻き込んで、

「教育コミュニティ」協働社会をめざして

現代的、地域的課題をとあげたルーム事業

を企画している。 

・私たち推進員はコーディネーター、ボラン

ティアのみなさんと一緒にできることが

あれば、連携・協力は惜しまないので、声

をかけていただきたい。 

 ・本年度から地元の小学校で学校図書館活性

化事業が始まり、ボランティアを立ちあげ

て行事に参加している。読み聞かせコーナ

ーを設置したり、幼稚園、保育園を学校に

招待したりしており、一緒に活動していき

たいと思っている。 

 ・いろいろなアイディアがあって感心したが、

楽器・声楽をバックにした読み聞かせが、

情操教育としてもとてもよいと印象に残

った。 
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金
曜

第
3
金
曜

第
2
火
曜

第
3
水
曜
(*
)

住
之

江
図

書
館

4
6

0
0

2
0

1
0

く
み
ど
り
の
お
は
な
し
ど
ん
ど
こ
ラ
イ
ブ

5
0

キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
か
み
ふ
う
せ
ん
の
こ
ど

も
会

平
野

図
書

館

え
ほ
ん
で
遊
ぼ
！

は
る
の
お
は
な
し
大
会

住
吉

図
書

館

4
8

0
0

ど
ん
ぐ
り
ん
の
ラ
ブ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

5
3

秋
の
こ
ど
も
会
-
ぐ
る
ー
ぷ
　
ぬ
！
劇
場

6
3

阿
倍

野
図

書
館

絵
本
の
時
間
（
自
動
車
文
庫
）

雨
の
た
め

中
止

4
0

「
と
こ
と
こ
」
の
お
は
な
し
た
の
し
い

な
！

！
1
3

春
の
こ
ど
も
会

2
0

生
野

図
書

館

1
1
6

秋
の
子
ど
も
会

4
3

此
花

図
書

館

ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏

と
お
は

な
し

5
9

1
3

0
1

0
2
2

西
淀

川
図

書
館

春
の
お
た
の
し
み
会

「
市
居
み
か
さ
ん
と
絵
本
を
楽
し
も
う
！
」

～
お
は
な
し
と
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

6
6

1
0
0

春
の
子
ど
も
会

2
9

1
0

7
3

鶴
見

図
書

館

館
内
の
催
し
(実

施
件
数
)

（
子
ど
も
読
書
の
記
念
事
業
、
大
阪
市
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
含
ま
ず
）

参
加
者
数

絵
本
の
読

み
聞
か
せ

紙
芝
居

人
形
劇

お
り
が

み
教

室

乳
幼
児
向
け

お
た
の
し
み

会
内
容

大
阪

市
図

書
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
秋

）

内
容

子
ど
も
読

書
の

記
念

事
業

（
春

） 参
加
者
数

ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ

お
は

な
し
会

等
読
書
支
援

体
験
学
習

図
書
主
任
会

へ
の
参
加

団
体
貸
出
件

数
（
校
数
）

貸
出
冊
数

学
校

と
の

連
携

(件
数
)

図
書
館
見
学

調
べ
学
習

支
援

東
淀

川
図

書
館

中
央

図
書

館
（
西
区
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
実
施
日

幼
児
期
読
書
環
境
整
備
事
業

（
実

施
施
設
数
/
対
象
施
設
数
）

4
2

3
7

9
0
0

1
1

9

9
3

第
1
木
曜

お
は

な
し
大

会
3
9

1
4 2
9

1
/

2
2
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平
成

2
1
年

度
　
大

阪
市

立
図

書
館

子
ど
も
読

書
活

動
推

進
関

係
事

業
ま
と
め
（
平

成
2
2
年

3
月

1
6
日

末
現

在
）
　
1
/
2

北
図

書
館

1
1

3
4

1
2

9
6

3
月

1
6
日

4

都
島

図
書

館
1

1
2

2
1
4

7
8

2
月

1
9
日

3

福
島

図
書

館
1

0
3

3
1
0

8
4

2
月

2
5
日

1

6
月

2
5
日

3
月

1
2
日

島
之

内
図

書
館

（
中
央
区
）

1
1

0
5

1
9

1
6
4

2
月

2
6
日

1

港
図

書
館

1
1

3
4

1
9

1
9
4

3
月
1
8
日

2

大
正

図
書

館
1

1
3

3
8

4
6

2
月

2
6
日

2

天
王

寺
図

書
館

1
1

0
2

9
5
9

2
月

2
3
日

1

浪
速

図
書

館
1

1
3

2
7

9
3

2
月

1
9
日

1

淀
川

図
書

館
1

3
4

5
2
0

1
9
9

3
月

5
日

8

7
月

1
0
日

3
月

1
6
日

東
成

図
書

館
0

1
3

7
1

4
1
月

1
9
日

1

9
月

1
5
日

2
月

2
3
日

旭
図

書
館

1
1

2
3

2
1

2
4
0

1
1
月

2
6
日

1

城
東

図
書

館
2

0
3

5
7

3
9

1
月

2
7
日

7

6
月

9
日

3
月

5
日

東
住

吉
図

書
館

2
0

3
6

1
8

1
5
3

3
月

2
6
日

3

西
成

図
書

館
1

1
1

7
1
3

1
0
4

3
月

1
6
日

2

合
計

2
4
校

2
4
校

5
4
校

1
0
8
校

3
3
6

4
,0
1
6

9
0

1
0

2
月

2
3
日

1 3 4

1
1 3 3 4 6 8

1
3

1
9
9

3
月

9
日

1
0
月

2
1
日

2
月

2
6
日

1
6

1
5
5

1
3

1
2
7

7
1
4
2

6
3
8

鶴
見

図
書

館

阿
倍

野
図

書
館

住
之

江
図

書
館

住
吉

図
書

館

此
花

図
書

館

西
淀

川
図

書
館

生
野

図
書

館

東
淀

川
図

書
館

1
9

1
9
3

3
月

2
日

3
6

4
7
3

1
2

1

64 8
1

1 0
1

1
6

2
6
1

4

2
0
年
度

継
続

校

1 3 4 1 4 3

平
野

図
書

館
1

2
1
0

2

1
2

56

1

1

1
0

1
1

1
1

1
4

6
5

2
1

0

1
1

1
4

9
月

3
0
日

3
月

2
日

1
8

8
1
0

区
の

子
ど
も
の

読
書

活
動

推
進

連
絡

会
開

催
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
・

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

1
8
年
度

継
続

校
1
9
年
度

継
続

校

参
加

者
（
延
人

数
）

2
1
年
度

新
規

校

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校

中
央

図
書

館
（
西
区
）

自
動

車
文

庫
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
数

回
数
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平
成
２
２
年
３
月
３
０
日

 
大
阪
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
報
告

 

 

 

平
成

２
１

年
度

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
事

業
に

つ
い

て
〔

市
民

学
習

振
興

担
当

分
〕

 

  １
．
事
業
名
 
 
「
大
阪
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
普
及
啓
発

 

 ２
．
事
業
内
容

 
 
 
「
大
阪
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
普
及
啓
発
の
た
め
、『

子
ど
も
の
た
め
の

施
設
ガ
イ
ド
タ
ッ
チ
』
に
啓
発
記
事
（
２
ペ
ー
ジ
）
を
掲
載
し
配
布

 
 
（
１
）
発
行
部
数
 
 

 ２
０
５
，
０
０
０
部

 
 
（
２
）
発
行
日
 
 
 

 平
成
２
１
年
４
月
２
８
日

 
（
３
）
配
布
先
 
 
 

 市
立
小
中
学
校
全
児
童
生
徒
、
市
立
図
書
館
ほ
か

 
（
４
）
内
容
詳
細
 
 

 配
布
資
料
参
照
 

 

 

平
成

22
年

3
月

30
日

 

平
成

2
1
年
度
大
阪
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
資
料

 

於
：
大
阪
市
立
中
央
図
書
館

 

教
育
委
員
会
事
務
局
指
導
部
初
等
教
育
担
当
（
学
力
向
上
）

  

平
成

2
１

年
度

 
学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

の
ま

と
め

 

 １
．
本
事
業
の
趣
旨
 

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
し

て
、

児
童

が
最

も
身

近
に

本
に

接
す

る
場

所
で

あ
る

学
校

図
書

館
の

整
備

を
は
じ
め
と
す
る
読
書
環
境
の
充
実
を
進
め
、
児
童
の
読
書
意
欲
の
醸
成
と
読
書
習
慣
の
確
立
を
図
る
。
 

  2
．
本
事
業
の
背
景
 

大
阪
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

1
8
年

3
月
に
「
大
阪
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
子

ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
読
書
に
取
り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
家

庭
・
地

域
・
図

書
館
・
学

校
が

連
携

・

協
力
し
て
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成

1
8
・

1
9
年
度

に
「

学
校

図
書

館
支

援
モ

デ
ル

事
業

」
を

実
施

し
て

、
学

校
図

書
館

の
開

館
時

間
の

延
長

を
は

じ
め

と
す

る
児
童
の
読
書
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
 

一
方
、
平
成

1
9
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
、「

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
分
析
に
よ
る
と
、

本
市

児
童

生
徒

は
、

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
等

が
問

わ
れ

る
読

解
や

記
述

式
の

問
題

、
知

識
・

技
能

を
「

活
用

」
す

る
問

題
に

お
い

て
課

題
が

み
ら

れ
、

す
べ

て
の

学
力

の
基

礎
と

な
る

言
語

力
の

向
上

が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

文
部

科
学

省
が

行
っ

て
い

る
同

調
査

の
分

析
に

お
い

て
、

読
書

習
慣

や
読

書
へ

の
嗜

好
と

学
力

と
の

間
に

は
相

関
関

係
が

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

家
や

図
書

館
で

読
書

を
す

る
時

間
が

長
い

児
童

生
徒

の
方

が
、

学
校

の
授

業
以

外
で

の
勉

強
時

間
が

長
い

と
い

う
、

読
書

習
慣

と
学

習
時

間
と

の
間

に
も

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
 

こ
う

し
た

結
果

か
ら

、
子

ど
も

た
ち

の
読

書
意

欲
の

醸
成

と
読

書
習

慣
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

、
言

語
力

ひ
い

て
は

学
力

の
向

上
に

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
が

、
本

市
に

お
い

て
は

、
読

書
が

好
き

と
回

答
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

は
全

国
平

均
よ

り
低

く
、

さ
ら

に
家

や
図

書
館

で
普

段
、

読
書

を
全

く
し

て
い
な
い
児
童
生
徒
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
と
い
う
残
念
な
結
果
が
出
て
い
る
。

 

｢
学

校
図

書
館

支
援

モ
デ

ル
事

業
｣
の

成
果

と
課

題
を

引
き

継
ぎ

、
さ

ら
に

、
こ

う
し

た
課

題
を

ふ
ま

え
、

平
成

2
0
年
度
よ
り
新
た
に
「
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
 

本
事
業
は
、
平
成

2
2
年
度
に
は
大
阪
市
立
全
小
学
校
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
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  3
．
平
成

2
1
年
度
実
施
校
 

別
添
「
平
成

2
1
年
度
 
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
実
施
校
一
覧
」
参
照

 

  4
．
学
校
図
書
館
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
 

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
図
書
館
の
開
館
状
況
 

（
別
添
「
平
成

2
1
年
度
 
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
 
中
間
報
告
 
4
－

2
」
 
参
照
）

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学
校
図
書
館
の
開
館
に
関
わ
っ
て
い
る
学
校
は
実
施
校
の
半
数
を
超
え
て
い
る
。

 

・
開
館
頻
度
は
、
週

1
回
が
最
も
多
く
、
開
館
時
間
帯
は
、
昼
休
み
が
最
も
多
い
。

 

・
開
館
時
間
は

1
校
に
つ
き
、
週
あ
た
り
平
均
約

9
0
分
で
、
昨
年
度
の
中
間
時
点
で
の
調
査
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
。

 

 5
．
「
学
校
図
書
館
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
の
実
施
に
つ
い
て
 

◆
必
須
講
座
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

 

・
参
加
者
の
総
計
は

6
3
1
名
（
教
職
員
含
む
）
。
 

 
 

◆
実
践
講
座
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

 

・
参
加
者
の
総
計
は

1
,
1
7
3
名
（
教
職
員
含
む
）
。
 

・
実
施
さ
れ
た
講
座
の
う
ち
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
本
の
修
理
」、
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
入
門
編
」
。
次

い
で
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
実
践
編
」
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

 

・
参
加
者
の
総
計
は

3
5
1
名
（
教
職
員
含
む
）
。
 

  6
．
本
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
 

◆
児
童
の
読
書
量
に
つ
い
て

 

（
別
添
「
平
成

2
1
年
度
 
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
 
中
間
報
告
 
6
」
 
参
照
）

 

・
「

事
業

実
施

前
後

を
比

較
し

て
、

児
童

は
本

を
よ

く
読

む
よ

う
に

な
り

ま
し

た
か

。
」

と
い

う
質

問
に

対

し
、
4
分
の

3
が
、「

よ
く
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」「

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
回
答

し
て
い
る
。
 

・
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
「
読
み
聞
か
せ
等
に
よ
っ
て
、
児
童
が
本
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
」
で
あ
り
、
次
い
で
、
「
学
校
図
書
館
の
環
境
が
よ
く
な
っ
た
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ◆
貸
出
冊
数
に
つ
い
て

 

（
別
添
「
平
成

2
1
年
度
 
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
 
中
間
報
告
 
7
」
 
参
照
）

 

・
「

事
業

実
施

前
後

を
比

較
し

て
、

学
校

図
書

館
で

の
貸

出
冊

数
は

増
加

し
ま

し
た

か
。
」

と
い

う
質

問
に

対
し
て
は
、
約

6
割
が
、
「
増
加
し
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

 

  7
．
課
題
に
つ
い
て
 

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
確

保
が

難
し

い
と

い
う

声
が

多
い

。
ま

た
、

活
動

を
継

続
す

る
た

め
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の
維
持
に
つ
い
て
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ◆
蔵
書
・
設
備
の
充
実

 

蔵
書

の
充

実
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

設
備

の
老

朽
化

や
図

書
館

が
行

き
に

く
い

場
所

に
あ

る
と

い
っ

た
、

ハ
ー
ド
面
で
の
不
備
を
あ
げ
る
学
校
が
多
い
。

 

 ◆
活
動
予
算
の
確
保

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
費
、
必
要
な
消
耗
品
等
を
自
由
に
購
入
で
き
る
予
算
の
確
保
を
望
む
声
が
多
い
。
 

 ◆
研
修
回
数
・
内
容
の
充
実

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
充
実
を
望
む
声
が
多
い
。

 

経
験

年
数

を
経

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
研

修
、

新
た

に
活

動
を

始
め

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
す

る
研

修
、

場
所
・
日
程
の
設
定
等
、
要
望
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

 

 ◆
児
童
の
図
書
館
利
用
の
促
進

 

せ
っ

か
く

開
放

し
て

い
て

も
、

児
童

が
図

書
館

に
来

な
い

、
も

し
く

は
、

限
ら

れ
た

児
童

の
み

が
利

用
し

て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

 ◆
実
践
交
流
会
に
つ
い
て
 

年
1
回
だ
け
で
な
く
、
開
催
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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調
査

月
：

平
成

２
１

年
１

０
月

対
　

象
：

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校
２

１
０

校
※

回
収

校
数

2
1
0
校

１
．

事
業

開
始

月

4
月

2
0

校
5
月

7
校

6
月

1
6

校
7
月

1
7

校
8
月

2
校

9
月

1
9

校
1
0
月

9
校

未
実

施
1
8

校
※

平
成

2
1
年

度
開

始
校

1
0
8
校

中
1
0
8
校

の
回

答

２
．

学
校

図
書

館
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
数

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
数

合
計

2
2
2
3

名
１

校
あ

た
り

平
均

1
0
.6

名
※

平
成

2
1
年

度
学

校
図

書
館

活
性

化
事

業
実

施
校

2
1
0
校

の
平

均

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
数

（
名

）
0
～

4
3
9

校
5
～

9
6
0

校
1
0
～

1
4

6
9

校
1
5
～

1
9

2
3

校
2
0
以

上
1
9

校
2
1
0

３
．

取
り

組
み

内
容

学
校

図
書

館
の

開
館

1
3
2

校
書

架
の

整
理

･配
置

換
え

1
4
1

校
図

書
の

修
理

1
4
0

校
館

内
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

7
1

校
図

書
の

展
示

・
お

す
す

め
本

等
の

紹
介

5
6

校

図
書

館
だ

よ
り

･ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

だ
よ

り
等

の
発

行
4
0

校

電
算

化
の

た
め

の
バ

ー
コ

ー
ド

装
備

等
9

校

授
業

時
間

を
使

っ
た

読
み

き
か

せ
等

4
8

校

授
業

時
間

以
外

を
使

っ
た

読
み

き
か

せ
等

1
1
6

校

そ
の

他
1
4

校
7
6
7

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

中
間

報
告

事
業

開
始

月

2
0

1
6

7

1
8

2

1
7

1
9

9

05

1
0

1
5

2
0

2
5

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

未
実

施

校

学
校

図
書

館
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

人
数

3
9

1
9

6
0

6
9

2
3

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

0
～

4
5
～

9
1
0
～

1
4

1
5
～

1
9

2
0
以

上

校

取
り

組
み

内
容

(複
数

回
答

あ
り

）

9

1
4

1
1
6

5
6

7
1

4
8

1
4
0

1
4
1

1
3
2

4
0

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

学
校

図
書

館
の

開
館

書
架

の
整

理
･配

置
換

え

図
書

の
修

理

館
内

の
デ

ィ
ス

プ
レ

イ

図
書

の
展

示
・
お

す
す

め
本

等
の

紹
介

図
書

館
だ

よ
り

･ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

だ
よ

り
等

の
発

行

電
算

化
の

た
め

の
バ

ー
コ

ー
ド

装
備

等

授
業

時
間

を
使

っ
た

読
み

き
か

せ
等

授
業

時
間

以
外

を
使

っ
た

読
み

き
か

せ
等

そ
の

他

校

1

４
．

平
成

２
１

年
度

の
開

館
状

況
４

－
１

．
授

業
時

間
以

外
の

開
館

状
況

開
館

頻
度

毎
日

6
3

校
週

2
～

4
日

6
5

校
週

1
日

4
0

校
月

2
日

(隔
週

)
3

校
月

1
日

5
校

そ
の

他
7

校
雨

天
の

み
時

4
校

開
館

し
て

い
な

い
2
3

校

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

始
業

前
1
4

校
業

間
の

休
み

時
間

6
5

校
昼

休
み

1
3
4

校
放

課
後

4
4

校
そ

の
他

6
校

※
授

業
時

間
以

外
に

開
館

し
て

い
る

1
8
7
校

の
回

答

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

合
計

1
7
2
4
9

分
平

均
8
2
.1

分
※

平
成

2
1
年

度
学

校
図

書
館

活
性

化
事

業
実

施
校

2
1
0
校

の
平

均

1
分

以
上

3
0
分

未
満

3
7

校
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

4
5

校
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

8
2

校
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

1
4

校
3
0
0
分

以
上

8
校

そ
の

他
1

校
開

館
な

し
2
3

校
◆

不
定

期
に

開
館

し
て

い
る

た
め

、
開

館
時

間
数

が
不

明
※

平
成

2
1
年

度
学

校
図

書
館

活
性

化
事

業
実

施
校

2
1
0
校

の
回

答

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

6

1
3
4

6
5

1
4

4
4

0
5
0

1
0
0

1
5
0

始
業

前

業
間

の
休

み
時

間

昼
休

み

放
課

後

そ
の

他

校

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

3
0
0
分

以
上

3
.8

%そ
の

他
0
.5

%

1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

6
.7

%

開
館

な
し

1
1
.0

%

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

3
9
.0

%

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

2
1
.4

%

1
分

以
上

3
0
分

未
満

1
7
.6

%
1
分

以
上

3
0
分

未
満

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

3
0
0
分

以
上

そ
の

他

開
館

な
し

（
◆

）
（
◆

）

開
館

頻
度

そ
の

他
3
.3

%

月
1
日

2
.4

%

月
2
日

(隔
週

)
1
.4

%

毎
日

3
0
.0

%

週
2
～

4
日

3
1
.0

%

週
1
日

1
9
.0

%

雨
天

の
み

時
1
.9

%

開
館

し
て

い
な

い
1
1
.0

%
毎

日

週
2
～

4
日

週
1
日

月
2
日

(隔
週

)

月
1
日

そ
の

他

雨
天

の
み

時

開
館

し
て

い
な

い

2

11



４
－

２
．

授
業

時
間

以
外

の
開

館
状

況
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

開
館

状
況

）

9
9

校
8
8

校
※

授
業

時
間

以
外

に
開

館
し

て
い

る
1
8
7
校

の
回

答

開
館

頻
度

毎
日

2
0

校
週

2
～

4
日

3
2

校
週

1
日

3
4

校
月

2
日

(隔
週

)
3

校
月

1
日

7
校

そ
の

他
3

校

9
9

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

始
業

前
9

校
業

間
の

休
み

時
間

2
3

校
昼

休
み

5
2

校
放

課
後

3
6

校
そ

の
他

5
校

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

合
計

9
1
2
2

分
平

均
9
2
.1

分

1
分

以
上

3
0
分

未
満

2
6

校
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

2
2

校
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

3
8

校
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

7
校

3
0
0
分

以
上

5
校

そ
の

他
1

校
◆

不
定

期
に

開
館

し
て

い
る

た
め

、
開

館
時

間
数

が
不

明

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
9
校

の
回

答

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
9
校

の
回

答

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
9
校

の
回

答

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
る

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
な

い

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
9
校

の
平

均

開
館

頻
度

月
2
日

(隔
週

)
3
.0

%

月
1
日

7
.1

%

そ
の

他
3
.0

%

週
1
日

3
4
.3

%
週

2
～

4
日

3
2
.3

%

毎
日

2
0
.2

%

毎
日

週
2
～

4
日

週
1
日

月
2
日

(隔
週

)

月
1
日

そ
の

他

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

2
3

5
2

5

9

3
6

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

始
業

前

業
間

の
休

み
時

間

昼
休

み

放
課

後

そ
の

他

校

開
館

時
間

(週
当

た
り

)
そ

の
他

1
.0

%

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

2
2
.2

%

1
分

以
上

3
0
分

未
満

2
6
.3

%

3
0
0
分

以
上

5
.1

%
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

7
.1

%

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

3
8
.4

%

1
分

以
上

3
0
分

未
満

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

3
0
0
分

以
上

そ
の

他

（
◆

）

3

４
－

３
．

課
業

外
の

開
館

状
況

開
館

し
た

(す
る

予
定

）
1
8
5

校
開

館
し

な
か

っ
た

2
5

校

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

夏
休

み
1
8
5

校
冬

休
み

1
4

校
春

休
み

1
3

校
土

曜
2

校
そ

の
他

1
校

※
開

館
し

た
(す

る
予

定
）
の

1
8
5
校

の
回

答

2
1
5

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

合
計

1
6
3
1
7
7

分
平

均
7
7
7
.0

分
※

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校
2
1
0
校

の
平

均

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

5
6

校
4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

4
3

校
8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

2
6

校
1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

3
6

校
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

1
4

校
2
0
0
0
分

以
上

1
0

校
開

館
な

し
2
5

校
※

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校
2
1
0
校

の
平

均

2
1
0

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

2 1

1
3

1
4

1
8
5

0
5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

夏
休

み

冬
休

み

春
休

み

土
曜

そ
の

他

校

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

6
.7

%

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
.4

%

2
0
0
0
分

以
上

4
.8

%

開
館

な
し

1
1
.9

%

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
7
.1

%

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

2
0
.5

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

2
6
.7

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

2
0
0
0
分

以
上

開
館

な
し

4
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４
－

４
．

課
業

外
の

開
館

状
況

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

開
館

）

9
2

校
9
3

校
※

開
館

し
た

(す
る

予
定

）
の

1
8
5
校

の
回

答

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

夏
休

み
8
9

校
冬

休
み

1
2

校
春

休
み

1
1

校
土

曜
2

校
そ

の
他

1
校

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

合
計

8
1
3
4
2

分
平

均
8
8
4
.2

分

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

3
5

校
4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

1
4

校
8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
1

校
1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

2
0

校
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

7
校

2
0
0
0
分

以
上

5
校

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
2
校

の
回

答

9
2

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
2
校

の
平

均

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
9
2
校

の
回

答

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
る

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
な

い

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

1
1

12

1
2

8
9

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

夏
休

み

冬
休

み

春
休

み

土
曜

そ
の

他

校

開
館

時
間

(年
間

合
計

)
2
0
0
0
分

以
上

5
.4

%
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

7
.6

%

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

2
1
.7

%

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
.0

%

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

1
5
.2

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

3
8
.0

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

2
0
0
0
分

以
上

5

５
．

平
成

２
０

年
度

の
開

館
状

況
５

－
１

．
授

業
時

間
以

外
の

開
館

状
況

開
館

頻
度

毎
日

5
5

校
週

2
～

4
日

6
4

校
週

1
日

3
8

校
月

3
日

1
校

月
2
日

(隔
週

)
4

校
月

1
日

3
校

そ
の

他
7

校
雨

天
の

み
4

校
開

館
し

て
い

な
い

3
4

校

2
1
0

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

始
業

前
1
1

校
業

間
の

休
み

時
間

6
2

校
昼

休
み

1
2
6

校
放

課
後

3
2

校
そ

の
他

4
校

※
授

業
時

間
以

外
に

開
館

し
て

い
る

1
7
6
校

の
回

答

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

合
計

1
5
1
9
1

分
平

均
7
2
.3

分
※

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校
2
1
0
校

の
平

均

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

4
0

校
週

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

4
2

校
週

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

7
2

校
週

1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

1
4

校
週

3
0
0
分

以
上

6
校

そ
の

他
2

校
開

館
な

し
3
4

校
◆

不
定

期
に

開
館

し
て

い
る

た
め

、
開

館
時

間
数

が
不

明
※

平
成

２
１

年
度

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

実
施

校
2
1
0
校

の
回

答

2
1
0

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

1
1

6
2

1
2
6

4

3
2

0
5
0

1
0
0

1
5
0

始
業

前

業
間

の
休

み
時

間

昼
休

み

放
課

後

そ
の

他

校

開
館

頻
度

月
1
日

 1
.4

%

月
2
日

(隔
週

)
1
.9

%

月
3
日

 0
.5

%

そ
の

他
 3

.3
%

雨
天

の
み

1
.9

%

開
館

し
て

い
な

い
1
6
.2

%

週
1
日

 1
8
.1

%
週

2
～

4
日

3
0
.5

%

毎
日

 2
6
.2

%

毎
日

週
2
～

4
日

週
1
日

月
3
日

月
2
日

(隔
週

)

月
1
日

そ
の

他

雨
天

の
み

開
館

し
て

い
な

い

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

週
3
0
0
分

以
上

3
%

そ
の

他
 1

.0
%

開
館

な
し

1
6
.2

%

週
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

7
%

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

1
9
%

週
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

3
4
.3

%

週
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

2
0
.0

%

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

週
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

週
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

週
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

週
3
0
0
分

以
上

そ
の

他

開
館

な
し

（
◆

）

6

13



５
－

２
．

授
業

時
間

以
外

の
開

館
状

況
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

開
館

状
況

）

7
0

校
1
0
6

校
※

授
業

時
間

以
外

に
開

館
し

て
い

る
1
7
6
校

の
回

答

開
館

頻
度

毎
日

1
6

校
週

2
～

4
日

2
3

校
週

1
日

2
3

校
月

2
日

(隔
週

)
1

校
月

1
日

4
校

そ
の

他
3

校

7
0

1
4
0

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

始
業

前
6

校
業

間
の

休
み

時
間

1
9

校
昼

休
み

3
5

校
放

課
後

2
7

校
そ

の
他

3
校

9
0

開
館

時
間

(週
当

た
り

)

合
計

7
5
1
0

分
平

均
1
0
7
.3

分

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

1
8

校
週

3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

1
3

校
週

6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

2
6

校
週

1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

8
校

週
3
0
0
分

以
上

4
校

そ
の

他
1

校
◆

不
定

期
に

開
館

し
て

い
る

た
め

、
開

館
時

間
数

が
不

明

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
7
0
校

の
回

答

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
る

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
7
0
校

の
回

答

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
な

い

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
7
0
校

の
回

答

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
7
0
校

の
回

答

開
館

頻
度

そ
の

他
4
.3

%
月

1
日

5
.7

%

月
2
日

(隔
週

)
1
.4

%
週

1
日

3
2
.9

%
週

2
～

4
日

3
2
.9

%

毎
日

2
2
.9

%

毎
日

週
2
～

4
日

週
1
日

月
2
日

(隔
週

)

月
1
日

そ
の

他

開
館

時
間

帯
(複

数
回

答
あ

り
)

6

3
5

3

2
7

1
9

0
1
0

2
0

3
0

4
0

始
業

前

業
間

の
休

み
時

間

昼
休

み

放
課

後

そ
の

他

校

開
館

時
間

(週
当

た
り

)
そ

の
他

 1
.4

%
週

3
0
0
分

以
上

 5
.7

%

週
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

 1
1
.4

%

週
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

3
7
.1

%

週
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

1
8
.6

%

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

2
5
.7

%

週
1
分

以
上

3
0
分

未
満

週
3
0
分

以
上

6
0
分

未
満

週
6
0
分

以
上

1
8
0
分

未
満

週
1
8
0
分

以
上

3
0
0
分

未
満

週
3
0
0
分

以
上

そ
の

他

（
◆

）

7

５
－

３
．

課
業

外
の

開
館

状
況

開
館

し
た

1
7
3

校
開

館
し

な
か

っ
た

3
7

校
2
1
0

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

夏
休

み
1
7
2

校
冬

休
み

8
校

春
休

み
6

校
土

曜
2

校
そ

の
他

1
校

※
開

館
し

た
1
7
3
校

の
回

答
1
8
9

開
館

時
間

(年
間

合
計

)
合

計
1
3
9
1
8
2

分
平

均
8
0
4
.5

分
※

開
館

し
た

1
7
3
校

の
平

均

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

5
8

校
4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

4
7

校
8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

2
1

校
1
2
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

2
6

校
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

1
5

校
2
0
0
0
分

以
上

6
校

※
開

館
し

た
1
7
3
校

の
回

答

1
7
3

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

1
7
2

8 6 2 1

0
5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

夏
休

み

冬
休

み

春
休

み

土
曜

そ
の

他

校

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
.1

%

1
2
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
5
.0

%

2
0
0
0
分

以
上

3
.5

%
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

8
.7

%

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

2
7
.2

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

3
3
.5

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

2
0
0
0
分

以
上

8

14



５
－

４
．

課
業

外
（
夏

休
み

等
）
の

開
館

状
況

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

開
館

状
況

）

5
8

校
1
1
5

校
※

開
館

し
た

1
7
3
校

の
回

答

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

夏
休

み
5
5

校
冬

休
み

7
校

春
休

み
5

校
土

曜
2

校
そ

の
他

1
校

7
0

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

合
計

5
1
2
4
0

分
平

均
8
8
3
.4

分
※

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
る

5
8
校

の
平

均

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

2
2

校
4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

1
0

校
8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

7
校

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
1

校
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

5
校

2
0
0
0
分

以
上

3
校

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
5
8
校

の
回

答

※
開

館
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
関

わ
っ

て
い

る
5
8
校

の
回

答

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
る

開
館

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

関
わ

っ
て

い
な

い

開
館

状
況

（
複

数
回

答
あ

り
）

2

1

5

7
5
5

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

夏
休

み

冬
休

み

春
休

み

土
曜

そ
の

他

校

開
館

時
間

(年
間

合
計

)

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

1
7
.2

%

2
0
0
0
分

以
上

5
.2

%
1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

8
.6

%

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
9
.0

%

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
.1

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

3
7
.9

%

1
分

以
上

4
0
0
分

未
満

4
0
0
分

以
上

8
0
0
分

未
満

8
0
0
分

以
上

1
2
0
0
分

未
満

1
2
0
0
分

以
上

1
6
0
0
分

未
満

1
6
0
0
分

以
上

2
0
0
0
分

未
満

2
0
0
0
分

以
上

9

６
．

事
業

実
施

前
後

を
比

較
し

て
、

児
童

は
本

を
よ

く
読

む
よ

う
に

な
り

ま
し

た
か

。

よ
く
読

む
よ

う
に

な
っ

た
5
6

校
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
読

む
よ

う
に

な
っ

た
1
0
1

校

変
化

は
な

い
3
7

校
無

回
答

1
6

校
2
1
0

６
-
１

．
　

そ
の

理
由

(複
数

回
答

あ
り

）

8
4

校
学

校
図

書
館

の
環

境
が

よ
く
な

っ
た

か
ら

 
9
0

校

1
1
0

校

1
7

校

3
0
1

７
．

事
業

実
施

前
後

を
比

較
し

て
、

学
校

図
書

館
で

の
貸

出
冊

数
は

増
加

し
ま

し
た

か
。

増
加

し
た

1
2
5

校
変

化
は

な
い

6
7

校
減

少
し

た
0

校
無

回
答

1
8

校
2
1
0

そ
の

他

読
み

聞
か

せ
等

に
よ

っ
て

、
児

童
が

本
に

興
味

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
か

ら

学
校

図
書

館
の

開
館

時
間

が
増

え
た

か
ら

【
そ

の
他

意
見

】
●

朝
の

読
書

タ
イ

ム
を

設
け

た
か

ら
●

教
職

員
の

意
識

が
高

ま
っ

た
か

ら
●

国
語

科
を

本
校

の
研

究
教

科
に

し
た

か
ら

●
事

業
実

施
以

前
か

ら
継

続
し

た
取

り
組

み
（
平

成
１

７
年

か
ら

、
図

書
館

の
開

放
、

朗
読

、
お

話
し

会
な

ど
）
を

行
っ

た
か

ら
●

自
動

車
文

庫
が

月
１

回
来

校
す

る
か

ら ●
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

り
貸

出
が

容
易

に
な

っ
た

か
ら

●
読

書
ノ

ー
ト

を
活

用
し

、
読

書
へ

の
意

欲
を

高
め

た
か

ら
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
数

名
い

る
こ

と
で

本
が

探
し

や
す

く
な

っ
た

か
ら

●
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
の

工
夫

、
ク

イ
ズ

出
題

、
川

柳
●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

々
の

ふ
れ

あ
い

や
声

か
け

が
あ

る
か

ら

貸
出

冊
数

の
変

化
無

回
答

8
.6

%

増
加

し
た

5
9
.5

%

変
化

は
な

い
3
1
.9

%

増
加

し
た

変
化

は
な

い

無
回

答

児
童

の
読

書
量

の
変

化
(理

由
)

8
4

9
0

1
7

1
1
0

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

学
校

図
書

館
の

開
館

時
間

が
増

え
た

か
ら

学
校

図
書

館
の

環
境

が
よ

く
な

っ
た

か
ら

 

読
み

聞
か

せ
等

に
よ

っ
て

、
児

童
が

本
に

興
味

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
か

ら そ
の

他

校

読
書

量
の

変
化

無
回

答
7
.6

%

変
化

は
な

い
1
7
.6

%

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

読
む

よ
う

に
な

っ
た

4
8
.1

%よ
く
読

む
よ

う
に

な
っ

た
2
6
.7

%

よ
く
読

む
よ

う
に

な
っ

た

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

読
む

よ
う

に
な

っ
た

変
化

は
な

い

無
回

答

1
0
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平成２１年度学校図書館活性化事業実施校一覧

区 学校名 区 学校名 区 学校名

1 北 滝川 71 西淀川 川北 141 城東 鯰江東
2 北 堀川 72 西淀川 香簑 142 鶴見 鶴見
3 北 菅北 73 西淀川 歌島 143 鶴見 今津
4 北 豊崎本庄 74 西淀川 佃西 144 鶴見 茨田西
5 北 中津 75 西淀川 佃南 145 鶴見 横堤
6 北 中津南 76 西淀川 御幣島 146 鶴見 みどり
7 北 豊仁 77 淀川 神津 147 鶴見 鶴見南
8 北 豊崎 78 淀川 田川 148 鶴見 茨田
9 北 弘済 79 淀川 加島 149 阿倍野 常盤
10 都島 桜宮 80 淀川 三津屋 150 阿倍野 丸山
11 都島 中野 81 淀川 新高 151 阿倍野 晴明丘
12 都島 淀川 82 淀川 野中 152 阿倍野 阿倍野
13 都島 都島 83 淀川 十三 153 阿倍野 阪南
14 都島 東都島 84 淀川 木川 154 阿倍野 長池
15 都島 友渕 85 淀川 三国 155 阿倍野 晴明丘南
16 福島 玉川 86 淀川 北中島 156 住之江 粉浜
17 福島 野田 87 淀川 塚本 157 住之江 加賀屋
18 福島 吉野 88 淀川 西三国 158 住之江 住吉川
19 福島 大開 89 淀川 宮原 159 住之江 北粉浜
20 福島 鷺洲 90 東淀川 東淡路 160 住之江 住之江
21 福島 海老江東 91 東淀川 西淡路 161 住之江 平林
22 福島 上福島 92 東淀川 菅原 162 住之江 加賀屋東
23 此花 西九条 93 東淀川 大隅東 163 住之江 南港緑
24 此花 四貫島 94 東淀川 豊里 164 住之江 南港渚
25 此花 島屋 95 東淀川 啓発 165 住之江 清江
26 此花 伝法 96 東淀川 小松 166 住吉 長居
27 此花 梅香 97 東淀川 下新庄 167 住吉 依羅
28 此花 高見 98 東淀川 井高野 168 住吉 墨江
29 此花 春日出 99 東淀川 大桐 169 住吉 遠里小野
30 中央 玉造 100 東淀川 豊新 170 住吉 清水丘
31 中央 南大江 101 東淀川 大隅西 171 住吉 南住吉
32 中央 中大江 102 東淀川 大道南 172 住吉 山之内
33 中央 開平 103 東成 東小橋 173 住吉 苅田北
34 中央 高津 104 東成 大成 174 住吉 南住吉大空
35 中央 南 105 東成 中道 175 東住吉 北田辺
36 中央 中央 106 東成 北中道 176 東住吉 田辺
37 西 日吉 107 東成 中本 177 東住吉 東田辺
38 西 九条南 108 東成 東中本 178 東住吉 南田辺
39 西 本田 109 東成 今里 179 東住吉 南百済
40 西 明治 110 東成 片江 180 東住吉 鷹合
41 港 市岡 111 東成 神路 181 東住吉 今川
42 港 三先 112 東成 深江 182 東住吉 矢田東
43 港 田中 113 東成 宝栄 183 東住吉 矢田西
44 港 八幡屋 114 生野 北鶴橋 184 東住吉 矢田北
45 港 波除 115 生野 御幸森 185 東住吉 湯里
46 港 南市岡 116 生野 勝山 186 平野 喜連
47 港 港晴 117 生野 中川 187 平野 平野西
48 港 弁天 118 生野 東中川 188 平野 平野
49 港 池島 119 生野 小路 189 平野 長吉
50 大正 泉尾東 120 生野 東小路 190 平野 加美南部
51 大正 北恩加島 121 生野 舎利寺 191 平野 平野南
52 大正 南恩加島 122 生野 巽 192 平野 長吉南
53 大正 鶴町 123 生野 西生野 193 平野 瓜破北
54 大正 泉尾北 124 生野 巽南 194 平野 長原
55 大正 平尾 125 旭 清水 195 平野 喜連東
56 大正 三軒家東 126 旭 大宮 196 平野 長吉六反
57 大正 鶴浜 127 旭 高殿 197 平野 加美北
58 天王寺 桃陽 128 旭 大宮西 198 平野 瓜破西
59 天王寺 五条 129 旭 城北 199 平野 加美東
60 天王寺 大江 130 旭 新森小路 200 平野 新平野西
61 天王寺 天王寺 131 旭 高殿南 201 西成 萩之茶屋
62 浪速 栄 132 城東 榎並 202 西成 岸里
63 浪速 大国 133 城東 関目 203 西成 玉出
64 浪速 恵美 134 城東 鯰江 204 西成 千本
65 浪速 日東 135 城東 聖賢 205 西成 梅南
66 浪速 日本橋 136 城東 成育 206 西成 弘治
67 浪速 敷津 137 城東 東中浜 207 西成 松之宮
68 浪速 難波元町 138 城東 放出 208 西成 長橋
69 西淀川 姫里 139 城東 関目東 209 西成 北津守
70 西淀川 福 140 城東 森之宮 210 西成 南津守
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平
成

2
1

年
度

 
各

区
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
連

絡
会

 
報

告
 

 

1
．

 実
施

状
況

 

「
平
成

21
年

度
大

阪
市

立
図

書
館

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
関

係
事

業
の

ま
と

め
」

の
と

お
り

 

 2
．

 構
成

 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

、
区

役
所

生
涯

学
習

担
当

、
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
地

域
保

健
福

祉
担

当
・

子

育
て

支
援

室
、

保
育

所
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
、

子
ど

も
・

子
育

て
プ

ラ
ザ

、
幼

稚
園

、
小

学
校

（
学

校
図

書
館

活
性

化
事

業
実

施
校

）
、

中
学

校
、

区
社

会
福

祉
協

議
会

、
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

協
会

、

生
涯
学
習
推
進
員
連
絡
会
な

ど
 

 3
．

 主
な

報
告

・
協

議
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
カ
ッ

コ
内
は

区
名

) 
 

(
1)
子

育
て

支
援

の
場

で
の

取
り

組
み

 

 
  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
の
読
書
活
動
の
広
が
り
が
報
告
さ
れ
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
変
更
に
か

か
わ
っ
て
、
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
方
法
を
変
更
し
て
い
る
区
か
ら
主
に
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
障
害
が
あ
る

子
ど
も
に
対
す
る
読
書
支
援
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
た
。

 

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
等
施
設
で
の
読
書
支
援
活
動
の
広
が
り

 

・
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
で
絵
本
を
介
し
て
親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
つ
な
が
る

よ
う
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

 

絵
本
の
会
の
活
動
が
私
立
保
育
園
に
も
広
が
っ
た
。
(
天
王
寺
他
)
 

・
地
域
ふ
れ
あ
い
子
育
て
教
室
7
箇
所
で
「
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
実
施
。
 

 
 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
落
ち
着
き
の
な
い
子
ど
も
と
そ
の
親
に
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
通
し
て
粘

り
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
(
東
淀
川
)
 

・
子
育
て
支
援
担
当
が
出
前
講
座
で
子
育
て
に
つ
い
て
話
を
す
る
と
き
、
絵
本
は
欠
か
せ
な
い
。
子
育
て

サ
ロ
ン
で
絵
本
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
面
展
台
を
作
成
し
た
。

 

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
で

月
に

1
回

絵
本

の
会

に
読

み
聞

か
せ

を
し

て
も

ら
っ

て
お

り
、

親
子

で
の

読

み
聞
か
せ
が
定
着
し
て
き
た
。
好
き
な
絵
本
の
投
票
を
行
い
、
希
望
の
多
い
絵
本
を
購
入
し
た
。

(城
東

) 

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
絵

本
に

つ
い

て
の

質
問

が
け

っ
こ

う
あ

り
、

ど
ん

な
絵

本
を

選
ん

だ
ら

い
い
か
な
ど
助
言
し
て
い
る
。

(鶴
見
他

) 

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

か
ら

3
か

月
に

1
回

子
育

て
サ

ロ
ン

を
訪

問
し

、
支

援
セ

ン
タ

ー
通

信
を

参
加

者
、

施
設
に
配
布
し
て
い
る
。
図
書
館
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
サ
ロ
ン
を
と
き
ど
き
訪
問
し
て
、
事
業
の
紹

介
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
(
西
成
)
 

・
保
育

所
全
体

で
食

育
に
取

り
組

む
な
か

で
、

絵
本

(そ
ら
ま

め
く
ん

の
ベ

ッ
ド

)と
本
物

を
結
び

つ
け

る
な

ど
、
絵
本
に
で
て
く
る
も
の
と
具
体
的
に
か
か
わ
る
試
み
を
し
て
い
る
。

(西
) 

・
「

つ
ど

い
の

広
場

」
で

絵
本

を
設

置
、

母
親

が
読

ん
で

あ
げ

る
こ

と
は

少
な

く
子

ど
も

が
自

分
で

手
に

と
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
読
ん
で
あ
げ
る
と
喜
ん
で
く
れ
る
。

(福
島

) 

・
区

の
子

育
て

情
報

誌
に

絵
本

の
紹

介
コ

ー
ナ

ー
を

新
設

し
た

い
と

原
稿

依
頼

が
あ

っ
た

。
当

面
図

書
館

員
が
原
稿
を
書
き
、
将
来
的
に
は
絵
本
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
書
い
て
い
た
だ
く
予
定

(中
央

) 

 

 

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
変
更
に
か
か
わ
っ
て
-
モ
デ
ル
区
で
の
意
見
交
換
を
中
心
に

 

・
全

体
に

広
報

が
不

足
し

て
い

て
、

参
加

者
が

少
な

い
。

区
の

子
育

て
情

報
誌

を
創

刊
し

た
の

で
、

ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
広
報
に
も
役
立
つ
は
ず
。
広
く
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
。

(淀
川

) 

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

で
は

、
予

約
は

少
な

い
が

上
向

き
傾

向
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
赤

ち
ゃ

ん
に

絵
本

を
読
む
と
こ
ろ
を
他
の
利
用
者

(親
子
連
れ

)が
目
に
し
て
、
良
い
印
象
を
受
け
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

 

 
乳

幼
児

健
診

会
場

で
行

う
ほ

う
が

、
参

加
率

が
非

常
に

高
く

な
る

た
め

、
確

実
に

多
人

数
に

絵
本

を
渡

し
て
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 

図
書

館
や

新
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

実
施

施
設

で
も

、
現

在
の

参
加

者
の

少
な

さ
に

は
危

惧
を

感
じ

て
い

る
。

各
乳

幼
児

健
診

会
場

の
状

況
に

つ
い

て
、

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
様

子
を

お
聞

き
し

な
が

ら
、

何
ら

か

の
読
書
活
動
推
進
の
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
を
検
討
し
た
い
。
（
住
之
江
）
 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
や
り
方
が
変
わ
っ
て
も
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
子
ど
も
が
本
と
触
れ
る
機
会

を
残
し
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
も
3
か
月
児
健
診
時
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
。
(
北

)
 

 

③
障
害
が
あ
る
子
ど
も
へ
の
読
書
支
援
活
動

 

・
お

も
ち

ゃ
図

書
館

で
水

・
土

曜
日

に
絵

本
を

読
ん

だ
り

、
わ

ら
べ

う
た

を
歌

っ
た

り
し

て
い

る
。

絵
本

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

(福
島

) 

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
自
由
参
加
で
、
遊
び
な
が
ら
障
害
の
あ
る
子
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

 

 
小

学
校

へ
お

は
な

し
会

に
い

っ
た

と
き

も
、

ク
ラ

ス
に

は
多

動
性

の
子

ど
も

が
い

る
場

合
が

あ
る

が
、

自
分

に
興

味
が

あ
る

話
や

お
も

し
ろ

い
お

話
な

ら
聞

い
て

く
れ

る
。

先
生

が
無

理
や

り
聞

か
せ

る
こ

と

も
あ

り
、

騒
い

で
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
。

立
ち

歩
い

て
も

ら
っ

て
も

い
い

の
に

と
思

う
こ

と
も

あ
り

、

自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
で
見
て
く
れ
て
い
た
ら
、
や
っ
た
、
と
思
う
。

(平
野

) 

・
「

言
葉

の
教

室
」

で
も

絵
本

・
わ

ら
べ

う
た

・
手

遊
び

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
絵

本
の

大
切

さ
も

伝
え

、

子
ど
も
た
ち
と
う
ま
く
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。
(
東
淀
川

)
 
 
 

 
 

 

（
2）

学
校

で
の

取
り

組
み

 

学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
実
施
校
が
2
0
0
校
を
越
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
や
学
校
教
育
の
中
で
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
区
単
位
で
実
践
交
流
会
が
実
施
さ
れ
、
連
絡
会
と
の
連
携
、
効
果
的
な
情
報
交
換
の

あ
り
方
等
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

 

①
小
学
校

 

 
 
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
】

 

[
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
]
 

・
蔵
書
が
少
な
い
た
め
、
本
を
増
や
す
取
り
組
み
。
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
で
資
金
集
め
。
よ
う
や
く
各
学
年

に
1
冊
ず
つ
ぐ
ら
い
買
え
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

 

小
学
生
に
な
る
と
、
大
人
が
読
ま
せ
た
い
本
と
、
子
ど
も
が
読
み
た
い
本
と
の
乖
離
が
あ
る
。
そ
こ
を

ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
。
内
容
的
に
も
古
い
本
が
目
立
つ
の
で
、
廃
棄
に
つ
い
て
も
図
書
館
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る
。
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
の
活
用
方
法
を
模
索
。
 
(
北
)
 

・
人
権
啓
発
講
座
の
一
環
と
し
て
お
は
な
し
会
を
実
施
し
た
り
、
新

1年
生
向
け
の
劇
仕
立
て
の
マ
ナ
ー
教

育
、
リ
サ
イ
ク
ル
本
の
募
集
等
の
活
動

(都
島

) 
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・
活

動
は

定
着

し
、

学
期

の
お

わ
り

に
学

校
も

は
い

っ
て

反
省

会
を

行
う

。
学

年
ご

と
の

読
み

聞
か

せ
や

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

等
も

実
施

し
、

本
好

き
の

子
が

育
ち

、
本

に
親

し
む

こ
と

が
で

き
て

い
る

と
感

じ
る

。

(城
東

) 

・
昼

休
み

の
図

書
室

開
放

は
図

書
委

員
の

子
ど

も
た

ち
が

担
当

し
て

い
る

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
参

加
し

て
お

り
昼

休
み

の
早

い
時

間
か

ら
開

放
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
子

ど
も

の
親

だ
け

で
な

く
祖

母
が

協

力
す

る
な

ど
積

極
的

に
開

放
を

進
め

て
い

る
。

参
観

・
懇

談
日

午
後

の
図

書
室

開
放

も
検

討
中

。
地

域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
世
代
を
超
え
て
広
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
参

加
に

よ
り

書
架

整
頓

が
行

き
届

く
よ

う
に

な
っ

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
お

す
す

め

本
を
図
書
だ
よ
り
に
載
せ
る
こ
と
を
検
討
中
。
(
阿
倍
野
)
 

[
図
書
館
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
]
 

・
小
学
校
は
区
内

2
3
校
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
の
お
は
な
し
会
へ
行
っ
て
お
り
、
ま
た

6
学
年
す

べ
て

の
実

施
を

希
望

さ
れ

る
学

校
も

多
く

、
年

間
の

延
べ

回
数

は
か

な
り

の
数

に
な

っ
て

い
る

。
日

程

が
決

ま
っ

た
ら

、
選

書
で

一
回

、
練

習
で

一
回

、
本

番
で

一
回

と
最

低
三

回
は

集
ま

り
練

習
を

し
て

い

っ
て

い
る

。
45

分
間

の
授

業
時

間
を

預
か

っ
て

い
る

と
い

う
意

識
を

共
有

し
、

メ
ン

バ
ー

全
員

、
真

剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
(
平
野
)
 

・
今
年
度
は
お
は
な
し
会
を
小
学
校
４
校
、
中
学
校
１
校
で
実
施
。
過
去
最
高

1
1
校
だ
っ
た
が
、
減
っ
て

き
て

い
る

の
は

学
校

図
書

館
活

性
化

事
業

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

育
っ

て
き

て
い

る
か

ら
と

思
わ

れ
る

。

ゆ
め

基
金

を
受

け
て

行
な

っ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

に
、

区
内

の
学

校
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に

も
、

東
淀

川
区

内
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

の
た

め
に

声
を

か
け

て
参

加
し

て
も

ら
っ

た
。

2
、

3
年

目
に

な
る
と
何
を
読
ん
で
い
い
の
か
悩
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
(
東
淀
川
)
 

 

【
図
書
委
員
の
活
動
な
ど
学
校
の
読
書
活
動
】

 

・
図
書
委
員
会
活
動
で

6年
生
が
低
学
年
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
。

(此
花

) 

・
図

書
委

員
が

昼
休

み
に

図
書

室
開

放
を

し
て

い
る

ほ
か

、
読

書
週

間
に

お
す

す
め

本
の

紹
介

、
手

作
り

の
し
お
り

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
(本

を
借
り

る
と
シ
ー
ル

が
も
ら
え
て

10
枚

た
ま
る
と
も
ら
え

る
)、

読
み
聞

か
せ

ク
イ

ズ
な

ど
。

図
書

委
員

に
な

っ
た

こ
と

で
本

に
触

れ
る

機
会

が
増

え
本

好
き

に
な

っ
た

子
も

い

る
。

(福
島

) 

・
校

長
も

各
教

室
に

読
み

聞
か

せ
で

参
加

。
学

校
と

し
て

読
書

の
熱

が
あ

が
っ

て
い

る
こ

と
を

感
じ

る
。

図
書

館
か

ら
「

ふ
た

り
は
い

つ
も

」
の
シ

リ
ー

ズ
を
借

り
て

、
1・

2
年

生
に

読
ま

せ
る

授
業
を

行
っ

た
。

(浪
速

) 

 
 ・

地
域
に
呼
び
か
け
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
た
ら
3
0
0
冊
も
集
ま
り
、
そ
の
後
も
年
間
6
0
～
7
0
冊
ほ
ど
集

ま
っ
て
い
る
。
読
書
タ
イ
ム
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
質
の
向
上
を
図
り
た
い
。
(
住
吉

)
 

 ②
中
学
校

 

・
国

語
科

と
連

携
し

た
取

り
組

み
。

1
年

生
は

グ
ル

ー
プ

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

(自
分

の
好

き
な

本
の

読
書

感
想

文
を

書
き

、
さ

ら
に

テ
ー

マ
を

絞
っ

て
ペ

ー
プ

サ
ー

ト
な

ど
を

使
い

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

)2
年

生
は

ブ
ッ

ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ

(読
書
の
木
を
学
校
玄
関
に
飾
り
、
本
の
感
想
を

1
枚
の
葉
に
書
い
て
貼
り
付
け
る

)活
動

計
画
を
職
員
会
議
で
提
出
し
、
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

(西
) 

・
学

校
図

書
館

は
特

定
の

子
が

利
用

し
て

い
て

貸
出

は
少

な
い

。
2

年
生

の
図

書
館

利
用

が
少

な
い

の
で

、

図
書

館
で

の
調

べ
学

習
を

課
題

に
取

り
入

れ
た

。
先

生
が

読
み

聞
か

せ
も

。
放

送
部

で
読

み
聞

か
せ

の

講
座

を
受

け
、

最
終

回
に

は
五

条
幼

稚
園

で
お

は
な

し
会

を
実

施
し

た
。

図
書

委
員

の
ほ

か
に

生
徒

の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
い

て
、

ブ
ッ

カ
ー

か
け

な
ど

を
し

て
く

れ
る

。
図

書
主

任
の

先
生

以
外

も
協

力
的

。

(天
王
寺

) 

 ③
特
別
支
援
校

 

月
・

水
の

20
分

間
だ

け
図

書
室

を
開

放
し

て
い

る
。

P
T

A
の

お
は

な
し

会
も

こ
の

時
間

に
行

っ
て

い

る
。
現
在
分
類
順
に
本
を
配
列
し
て
い
る
が
、
生
徒
は
本
を
探
せ
な
い
。
書
名
の

50
音
順
な
ど
に
配
列

し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
検
討
中
。

 

障
害

の
程

度
に

非
常

に
幅

が
あ

る
の

で
本

選
び

に
苦

慮
し

て
い

る
。

布
の

絵
本

を
授

業
に

取
り

入
れ

た

と
こ
ろ
大
変
好
評
だ
っ
た
。

(旭
) 

 (
3
)
地

域
と

の
連

携
の

場
で

の
取

り
組

み
 

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
と
連
携
し
た
絵
本
展
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
連
絡
会
と
し
て
読
書
マ
ッ
プ
や
行

事
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
等
が
議
論
さ
れ
た
。
 

 

①
絵
本
展
の
開
催
な
ど

 

・
引
き
続
き
区
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。
区
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
ミ
ニ
絵
本
展
開
催

も
広
が
っ
た
。
(
西
淀
川

)
 

・
磯
路
小
学
校
の
放
課
後
い
き
い
き
活
動
で
絵
本
ひ
ろ
ば

(6
0冊

ほ
ど
だ
っ
た
が
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
絵

本
を
紹
介
し
あ
う
な
ど
読
み
あ
い
が
生
ま
れ
て
い
た

)、
4月

に
ス
マ
イ
ル
広
場
、
は
ぐ
く
み
ネ
ッ
ト
、

い
き
い
き
と
の
共
催
で
南
市
岡
小
学
校
で
絵
本
ひ
ろ
ば
開
催
予
定

(港
) 

・
子
育
て
支
援
施
設
と
連
携
し
て
取
り
組
む
(
大
正
他
)
 

・
ふ
れ
あ
い
パ
ン
ジ
ー
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展
を
実
施
。

 

区
全

体
で

子
ど

も
を

見
て

い
く

井
戸

端
会

議
を

月
1

回
開

催
し

て
い

る
。

子
ど

も
は

大
人

の
鏡

で
、

区

役
所

全
体

で
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
「

子
ど

も
」

が
キ

ー
ワ

ー
ド

と

な
る
活
動
の
連
絡
会
の
よ
う
な
も
の
が
も
て
た
ら
い
い
が
。

(東
成

) 

 

②
連
絡
会
と
し
て
の
取
り
組
み
強
化

 

・
区

全
体

で
イ

ベ
ン

ト
(食

育
と

か
を

テ
ー

マ
に

)や
、

お
は

な
し

た
の

し
い

で
ぇ

の
区

版
の

よ
う

な
も

の

が
で
き
な
い
か
。

(西
) 

・
読
書
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
読
書
に
特
化
し
た
内
容
の
マ
ッ
プ
を
作
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
連
絡
会
で
把
握

し
て
い
な
い
、
読
み
聞
か
せ
の
サ
ー
ク
ル
や
書
店
な
ど
の
情
報
も
入
れ
ら
れ
た
ら
よ
い
。
そ
の
よ
う
な

情
報
を
ど
う
や
っ
て
掘
り
起
こ
す
か
が
課
題
。

(天
王
寺
他

) 

・
年

度
は

じ
め

に
区

内
の

子
育

て
関

連
行

事
の

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
あ

れ
ば

、
各

施
設

が
情

報
を

共
有

で
き
て
動
き
や
す
い
。

(浪
速

) 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
学
校
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ま
り
な
い
。
一
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
需
要
が
あ
り
、
も
う
一
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
方
が
地
域
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

橋
渡
し
の
役
割
な
ど
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
北

)
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平
成

2
1
年

度
O
n
e
 
B
o
o
k
 
O
n
e
 
O
S
A
K
A
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

過
 

 （
１

）
 

広
報

 

 
 
（

2
月

 
予

算
プ

レ
ス

）
 

 
 
 

7/
 6
（

月
）

実
施

プ
レ

ス
発

表
（

大
阪

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

図
書

館
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

紹
介
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
立

図
書

館
24

館
で

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
チ

ラ
シ

配
付

 

 
 

 
■

 
以

下
の

大
阪

市
関

連
の

媒
体

へ
掲

載
 

 
「

い
ち

ょ
う

並
木

」
9
月

号
 

 
「

市
政

だ
よ

り
」

2
月

号
 

 
「

大
阪

市
モ

バ
イ

ル
携

帯
サ

イ
ト

」
 

 
「

大
阪

市
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

」
 

 
「

大
阪

市
子

育
て

・
両

立
支

援
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

 
私

も
子

ど
も

も
育

め
ー

る
」

 

メ
ー

ル
配

信
 

（
8/

17
～

2
月

末
）

 

 
西

区
・

港
区

・
住

之
江

区
・

城
東

区
ほ

か
、

各
区

の
広

報
誌

に
掲

載
 

 
ラ

ジ
オ

「
馬

場
章

夫
の

新
大

阪
大

発
見

！
」
（

9/
27

放
送
）

 

 
 

 
 

 
 

 

■
 

大
阪

市
関

連
以

外
の

媒
体

へ
掲

載
 

 
産

経
新

聞
朝

刊
に

記
事

掲
載

（
7/

11
）

 

み
ん

な
で

決
め

よ
う

「
大

阪
市

の
1
冊

の
絵

本
」

 
 

 
各

区
の

地
域

情
報

サ
イ

ト
等

 

 
  

 
「

大
阪

人
」

10
月

号
掲

載
 

 
  

宝
物

を
教

え
て

く
だ

さ
い

―
 O

n
e 

B
oo

k 
O

n
e 

O
S

A
K

A
 ―

 

 
産

経
新

聞
に

記
事

掲
載

（
11

/2
6）

 

「
ぐ

り
と

ぐ
ら

」
1
位

 
大

阪
市

民
の

「
1
冊

の
絵

本
」

中
間

発
表

 
 

 
 

 

 
「

フ
ェ

リ
シ

モ
 

ブ
ッ

ク
ポ

ー
ト

ク
ラ

ブ
」

に
掲

載
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 本

の
あ
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図
書
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 （
２

）
 

関
係

局
・

団
体

へ
の

事
業

説
明

・
協

力
依
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4
月

 
こ

ど
も

青
少

年
局

子
育

て
支

援
部

 

市
立

保
育

所
ブ

ロ
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ク
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括
管

理
職
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立

幼
稚

園
幹

事
園

長
会
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で
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置
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書
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配
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・
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・
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催
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座
・
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モ
デ

ル
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西
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正
・

浪
速
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東

成
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老
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福
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セ
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タ
ー
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高
齢

者
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絵
本

講
座
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催

、
区

役
所

・
図

書
館

等
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世
代

間
交

流
事

業
を

、
計

４
回

開
催
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平成 21 年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会報告 

  

「夏休み期間の子どもボランティア活動の取り組み」 

旭図書館 ボランティアグループ「本のとびら」 

髙石 惠  

水永 智子 

 

１． これまでの経緯 

18 年度『子どもボランティア講座』（5回） 7/27,7/28,8/10,8/11,8/26 

  講師 小林康代（人形劇団コマルテ）（地域ボランティア活動推進事業） 

19 年度『子どもボランティア講座』（5回） 8/1,8/8,8/11,8/22,8/29 

講師 「絵本の会あさひ」 （家庭教育支援総合推進事業） 

主催：大阪市「絵本を子育てに」実行委員会  

20 年度『子どもボランティア養成講座』（7回） 

7/30,8/1,8/6,8/13,8/20,8/27,8/30  

講師 村田せつ子（「なにわ語り部の会」）、「本のとびら」 

（地域ですすめるこどもの仕事体験・ボランティア化活動支援事業） 

 

２． 21 年度の「子どもボランティア養成講座」の内容 

日程：7/31,8/4,8/11,8/19,8/25,8/29（6 回） 

サマースクールシティ事業（子ども青少年局） 

申込人数：21 名（小一・2名、小二・1名、小三・2 名、小四・6名、小五 5名、小六・3名、中学生 2名） 

 実際の参加： 

7 月 31 日 絵本の読み方や図書館の仕事の説明 希望を確認（12 名） 

   8 月 4 日 絵本の読み方の練習や図書館の仕事の実習（行事 12 名・仕事 2名） 

   8 月 11 日 おはなし会の実施（7名）、図書館の仕事（5名） 

8 月 19 日 おはなし会の実施（6名）、図書館の仕事（7名） 

8 月 25 日 おはなし会の実施（6名）、図書館の仕事（5名） 

8 月 29 日 おはなし会の実施（7名）、図書館の仕事（4名） 区民まつり協賛 

 ケーブルＴＶの取材：大阪市政広報ケーブルＴＶ「ＯＳＡＫＡほっとタイム」 

     取材日：8月 25 日 

     放送日時：平成 21 年 9 月 26 日（土）～10 月 9 日（金） 15 時～、22 時～ 

     窓口：情報公開室 

 

３．  子どもボランティア活動を支援して 
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学校図書館活性化事業報告

大阪市立

南小学校

南小学校の系譜

大宝小学校

芦池小学校 南小学校
（昭和６２年４月統合）

道仁小学校

精華小学校（平成７年４月統合）

本校の実態

規模：児童数１７２名（単学級で６クラス）

転出入が激しく年間２０人程度の移動がある

１/３は 他国にルーツを持つ児童 または 外国籍（約６０名）

言語レベルは 日本語がまったく話せない ～ バイリンガルまで

( ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、中国、韓国etc. １４カ国から )

地域：大阪・ミナミの中心

校区内に「心斎橋」「難波」「長堀橋」「日本橋」の４駅がある

ビル群や大きな商店街がある反面、雑居ビル・マンションもある

校区内に島之内図書館がある

読書活動における課題

（１）図書館環境における課題

（２）児童の読書に関する課題

（１）図書館環境における課題

○本が雑然と並べられ、読みたい本を探しにくい。

○掲示物等の変化が少なく、読書意欲を喚起しにくい。

○蔵書数が少なく、古い本や修理されていない本が多
い。

○新刊情報が入っても情報が伝わりにくい。

（２）児童の読書に関する課題

○図書館の利用率が低い。

○漫画や、図鑑ばかり読む傾向にある児童は、
お話の世界に浸りきることができにくい。

○総合的な学習など、調べ学習に十分活用

されていない。
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読書活動推進の実際

本年度の取り組み

１．図書館の環境整備

２．読書へのきっかけ作り

○ 図書館開放 （業間休み、昼休み、放課後）

○ 朝読み （年間各学年２回ずつの読み聞かせ）

○ 環境整備 （本修理、整理整頓、室内ディスプレイ、

お勧め本の紹介）

○ お話会 （第２、４金曜日の昼休み）

取り組み内容

朝読み 図書館の環境整備

○本を検索しやすく、使い易い図書館

○落ちついた雰囲気で温かみのある図書館

くつろぎ（癒し）の空間・学習セ
ンターとしての機能

使いやすさ
温かみ
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お知らせ方法

毎月図書館開放、お話会、朝読みなどの予定表を作成し、各学級へ配布

特別お話会①
伴奏とともに

二胡の伴奏と

「スーホの白い馬」

特別お話会②

拍子木・太鼓を入れた「じごくのそうべえ」

特別お話会③
かたりべﾗｲﾌﾞ

特別お話会④
お話組み木
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「組み木」後の研修会 特別お話会⑤紙しばい

お昼の
校内放送へ

読み方指導
放送中放送中

わくわく･どきどき！

多くの本との出合い・きっかけ作り

読書量の増加

意欲的な言語活動へ

楽しくボランティア活動を
するために・・・

○無理なく、楽しくをモットーに

○学校と連携を密に

○各人の特性を生かして

・ディスプレイ担当

・読み聞かせ担当

・開放担当 ｅｔｃ
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第
1
章
　
基
本
的
な
考
え
方

1
子
ど
も
の
読
書
活
動
と
は

2
推

進
計

画
策

定
の

背
景

3
基
本
的
な
方
針

第
2
章
　
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

1
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

2
図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

  
子

ど
も

に
と

っ
て

読
書

と
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

世
界

と
の

出
会

い
で

あ
り

、
言

葉
を
学

び
、
表

現
力

や
創

造
力

を
豊

か
な
も
の
と
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
す

。

  
子

ど
も

の
読

書
活

動
に

関
す

る
施

策
の

総
合

的
、

計
画

的
な

推
進

を
図

る
た

め
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が

平
成

1
3
年

に
施

行
さ

れ
、

同
法

に
よ

っ
て

国
と

地
方

公
共

団
体

は
、

子
ど

も
の

読
書

活

動
の

推
進

計
画

を
策

定
・
公

表
す

る
こ

と
が

定
め

ら
れ

ま
し

た
。

大
阪

市
子

ど
も
読

書
活

動
推

進
計

画
(案

)　
-
概

要
-

　
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト
事

業
の

効
果

を
高

め
、
乳
幼
児
と
保
護
者
が
絵
本
に
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
る
よ
う
、

情
報

提
供

の
拡

充
、

継
続

的
な

働
き

か
け

に
努

め
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

に
身

近
な

施
設

で
読
書
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
各

施
設

と
子

育
て

グ
ル

ー
プ

、
図

書
館

間
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

図
り

、
子

ど
も

の
読

書
に

対
す

る
理

解
を

深
め

ま
す

。

子
ど

も
に

と
っ

て
図

書
館

は
、

ひ
と

り
の

利
用

者
と

し
て

、
自

由
に

読
み

た
い

本
を

選
び

、
読

書
の

楽
し

さ
を

体

験
し

、
貸

出
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

場
で

あ
り

、
本

の
検

索
等

を
通

し
、

求
め

る
資

料
・
情

報

を
見

つ
け

た
り

、
豊

か
に

広
が

る
知

識
・
情

報
の

世
界

に
触

れ
ら

れ
る

場
で

も
あ

り
ま

す
。

  
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

が
自

主
的

に
読

書
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
家
庭
や
地
域
、
図
書
館
、
学
校

が
連
携
・
協
力
し
、

子
ど

も
の

読
書

環
境

の
整

備
・
充

実
、

普
及

・
啓

発
、

人
と

本
、

人
と

人
を

結
び

つ
け

る
人

材
の

育
成

、
地

域
・
市

民
を

軸
と

し
た

読
書

活
動

の
輪

の
形

成
に

取
り

組
み

ま
す

。

　
乳

幼
児

に
と

っ
て

、
大

好
き

な
人

が
自

分
の

た
め

に
語

り
か

け
て

く
れ

る
こ

と
は

大
き

な
喜

び
で

あ
り

、
人

間
へ

の
信

頼
感

を
築

き
、

や
が

て
言

葉
の

獲
得

に
つ

な
が

り
ま

す
。

各
図

書
館

ご
と

に
重

点
事

業
計

画
を

立
て

、
蔵

書
の

充
実

や
絵

本
や

物
語

を
楽

し
む

機
会

の
拡

充
な

ど
、

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

取
り

組
み

、
図
書
館
が
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
の
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

ま
す

。
ま

た
、

各
種

講
座

や
交

流
会

の
開

催
等

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
支

援
に

か
か

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
交

流
、

支
援

に
努

め
ま

す
。

3
学
校
に
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け
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

4
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
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理
解
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5
関

係
機

関
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連
携
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協

力

第
3
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計
画
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推
進
す
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進
体

制
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備

2
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推
進

3
家
庭
、
地
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図
書
館
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け
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子
ど
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読
書
活
動
の
推
進

4
連
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に
よ
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
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レ
ベ

ル
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、
図

書
館
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学

校
、

子
ど

も
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読
書

活
動

推
進
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子
ど
も
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読
書

活
動

推
進

連
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仮
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推
進

体
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ま
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。

　
学

校
図

書
館
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性
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る
た
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、
学
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と
図
書
館
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携
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と

図
書

館
の

連
携

モ
デ

ル
事

業
等

の
研

究
を

進
め

ま
す

。

　
図

書
館

の
幼

児
期

読
書

環
境

整
備

事
業

に
つ

い
て

、
対

象
施

設
の

拡
充

を
検

討
し

、
乳

幼
児

親
子

が
身

近

に
絵

本
に

親
し

め
る

環
境

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

　
子

ど
も

の
「
生

き
る

力
」
の

育
成

を
め

ざ
す

と
い

う
教

育
改

革
の

理
念

は
、

家
庭

や
地

域
、

学
校

が
連

携
・
協

力
し

て
実

現
す

る
も

の
で

あ
り

、
地

域
社

会
の

中
で

子
ど

も
を

育
て

る
教

育
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
「
す

べ
て

の
子

ど
も

が
あ

ら
ゆ

る
機

会
と

あ
ら

ゆ
る

場
所

に
お

い
て

、
自

主
的

に
読

書
を

行
う

こ
と

が

で
き

る
よ

う
」
支

援
す

る
た

め
に

、
家
庭
、
地
域
、
図
書
館
、
学
校
の
連
携
を
推
進
し
ま
す

。

　
学

校
教

育
で

は
従

来
か

ら
各

教
科

等
で

の
学

習
を

通
じ

て
読

書
活

動
が

行
わ

れ
て

お
り

、
読

書
習

慣
を

形

成
し

て
い

く
う

え
で

も
大

き
な

役
割

を
担

っ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

読
書

タ
イ

ム
や

読
み

き
か

せ
の

充
実

を
図

る
な

ど
、

各
学

校
が

積
極

的
に

読
書

活
動

の
推

進
・
充

実
に

努
め

ま
す

。

子
ど

も
の

読
書

に
か

か
わ

る
さ

ま
ざ

ま
な

施
設

が
連

携
・
協

力
し

な
が

ら
、

子
ど

も
の

読
書

活
動

を
豊

か
に

で
き

る
よ

う
、

図
書

館
が

積
極

的
な

情
報

収
集

・
提

供
に

努
め

、
地

域
の

子
ど

も
の

読
書

活
動

の
相

談
・
支

援
セ

ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

ま
す

。

　
家

庭
、

図
書

館
や

子
ど

も
の

身
近

な
施

設
、

学
校

、
の

そ
れ

ぞ
れ

が
子

ど
も

が
読

書
に

親
し

む
機

会
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

　
図

書
館

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
上

で
コ

ン
テ

ン
ツ

を
豊

富
に

す
る

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

機
会

を
活

用
し

、
市

民
へ

の

情
報

提
供

や
子

ど
も

の
読

書
に

対
す

る
理

解
・
関

心
が

高
ま

る
よ

う
努

め
ま

す
。

　
子

ど
も

の
主

体
的

な
学

習
活

動
を

支
え

、
読

書
活

動
を

通
じ

て
子

ど
も

の
人

間
形

成
を

育
む

場
と

し
て

、
学

校
図

書
館

の
役

割
は

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
学

校
図

書
館

司
書

教
諭

が
学

校
図

書
館

の
運

営
に

十
分

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

教
職

員
の

協
力

体
制

の
確

立
、

校
務

分
掌

上
の

配
慮

な
ど

に
努

め
ま

す
。

　
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
て

子
ど

も
の

読
書

活
動

支
援

に
取

り
組

む
事

例
な

ど
を

収
集

し
、

各
学

校
へ

発
信

す

る
よ

う
努

め
ま

す
。
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大
阪
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
設
置
要
綱

 

 

（
設
置
）
 

 

第
１
条
 
「
大
阪
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
（
平
成

1
8
年

3
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
本
市
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
と
場
所
に
お
い
て
読
書
の
喜
び
を
味
わ
い
、
読
書
を
通
し
て
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
区
で
行
う
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
の
連
携
を
進

め
る

た
め
「
大

阪
市

子
ど
も

の
読

書
活
動

推
進

連
絡
会

」
（

以
下
「
推

進
連

絡
会
」

と
い

う
）
を

設
置

す

る
。

 

２
 

各
区

に
お

い
て

学
校

や
図

書
館

そ
の

他
の

関
係

機
関

及
び

民
間

団
体

・
グ

ル
ー

プ
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

を
理

解
し

な
が

ら
協

力
し

て
取

り
組

み
、

子
ど

も
の

読
書

活
動

を
推

進
す

る
た

め
、

各
区

に
「

区

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
」
（
以
下
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
と
い
う
）
を
設
置
す
る
。

 

 （
所
掌
事
務
）

 

第
２
条
 
「
推
進
連
絡
会
」
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

 

（
１
）
 区

の
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
で
の
協
議
の
集
約
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
２
）
 子

ど
も
読
書
の
日
（
４
月

23
日
）
記
念
事
業
他
関
係
団
体
等
が
行
う
読
書
支
援
活
動
の
状
況
把

握
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
３
）
 子

ど
も
の
読
書
支
援
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
広
報
啓
発
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
４
）
 そ

の
他
、
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
推
進
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

 

２
 
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

 

（
１
）
 地

域
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
２
）
 施

設
間
、

団
体

間
の
情

報
交

換
や
他

の
区

の
子
ど

も
の

読
書
支

援
活

動
の
紹

介
・

交
流
に

関
す
る

こ
と
。

 

（
３
）
 学

校
図
書
館
支
援
モ
デ
ル
事
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
４
）
 学

校
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
の
共
有
化
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
５
）
 子

ど
も
対

象
の

読
み
き

か
せ

や
お
は

な
し

会
、
子

ど
も

の
読
書

支
援

活
動
に

関
す

る
講
座

の
開
催

に
関
す
る
こ
と
。

 

（
６
）
 そ

の
他
、
区
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
支
援
活
動
推
進
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

 

 
 

（
構
成
）

 

第
３

条
 

「
推

進
連

絡
会

」
は

、
別

表
に

掲
げ

る
団

体
等

の
代

表
者

（
推

薦
さ

れ
た

者
）

に
よ

り
構

成
す

る
。

 

２
 

「
区

の
推

進
連

絡
会

」
は

、
各

区
内

の
図

書
館

、
学

校
、

幼
稚

園
、

保
育

所
、

区
役

所
、

保
健

福
祉

セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
わ
る
関
係
機

関
の
職
員
お
よ
び
読
書
支
援
活
動
グ
ル
ー
プ
等
の
代
表
者
の
参
加
に
よ
り
、
開
催
す
る
。

 

 

（
座
長
）

 

第
４
条
 
「
推
進
連
絡
会
」
に
、
座
長
を
置
く
。

 

２
 
座
長
は
、「

推
進
連
絡
会
」
の
構
成
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

 

 

（
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
の
代
表
者
）

 

第
５
条
 
各
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
に
、
代
表
者
を
置
く
。

 

２
 
代
表
者
は
、
各
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
の
構
成
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。

 

 

（
事
務
局
）

 

第
５
条
 
「
推
進
連
絡
会
」
の
事
務
局
は
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
担
当
に
置
く
。

 

２
 
各
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
の
事
務
局
は
各
区
の
大
阪
市
立
図
書
館
に
置
く
。

 

 

（
会
議
）

 

第
６
条
 
「
推
進
連
絡
会
」
は
、
事
務
局
が
構
成
員
を
招
集
し
て
開
催
す
る
。

 

２
 
各
「
区
の
推
進
連
絡
会
」
は
、
事
務
局
が
構
成
員
を
招
集
し
て
開
催
す
る
。

 

 （
施
行
の
細
則
）

 

第
７
条
 
こ
の
要
綱
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
事
務
局
が
定
め
る
。

 

 附
則
 
こ
の
要
綱
は
平
成
１
９
年
 
７
月
 
１
７
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

   

（
別
表
）

 

大
阪
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
の
構
成

 

順
不
同

 

  ・
 
各
区
の
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
連
絡
会
」
代
表
者

 

・
 
大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

 

・
 
大
阪
市
生
涯
学
習
推
進
員
協
議
会

 

・
 
大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
局
 
生
涯
学
習
部

 

・
 
大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
局
 
指
導
部

 

・
 
大
阪
市
立
図
書
館

 

・
 
学
識
経
験
者
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平成21年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会出席予定者名簿

（平成２２年３月３０日）

お名前（敬称略） 所属・役職名等

脇谷 邦子 同志社大学嘱託講師、元府立図書館こども資料室長

木原 俊行 大阪教育大学教授

中村 仁志 社会教育関係団体 大阪市ＰＴＡ協議会広報委員長

吉村 久美 大阪市ＰＴＡ協議会研修委員長

宮田 満憂美 社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会運営委員長

柳本 真知子 社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会副運営委員長

西澤 恵子 社会教育関係団体 大阪市生涯学習推進員協議会副運営委員長

大月 佳代子 区の子どもの読書活動推進連絡会代表 北 中津小学校PTA副会長、学校図書館支援ボランティア

北西 奈穂子 同上 都島 桜宮小学校 ボランティア「さくぽん」

福山 千恵子 同上 福島 絵本の会福島 代表

辻 廉子 同上 此花 此花図書館 絵本の会

釣島 恭子 同上 中央 絵本の会 島之内 代表

丹羽 和江 中央 南小学校 教頭　

牧野 真美 同上 西 絵本の会 西代表 

永田 勝枝 同上 港 絵本の会 みなと 代表

福元 美保 同上 大正 おはなしボランティア アナンシ 代表

河野 京子 同上 絵本の会・天王寺 代表

山口 昌美 夕陽丘中学校教諭 (図書主任・放送部顧問)

上田 道代 同上 浪速 なにわえほんの会

鵜久森 典子 同上 西淀川 絵本の会、西淀川ぽけっと 代表

蔵満 美奈子 同上 淀川 「おはなしグーチョキパー」代表

渡邉 裕美子 同上 東淀川 おはなしボランティアとことこ代表

大内 和子 同上 東成 絵本の会東成 代表

田中 弘子 同上 生野 あじさいブッククラブ

髙石 惠 同上 本のとびら 代表

水永 智子 本のとびら

寺嶋 郁子 同上 城東 城東絵本の会 代表

室屋 佐知子 同上 鶴見 絵本の会 鶴見 代表

吉原 美紀 同上 阿倍野 おはなしとんとん

宮城 眞理子 同上 住之江 絵本の会 住之江

山田 逸子 同上 住吉 住吉絵本の会 代表

江川 勝代 同上 東住吉 おはなしたまてばこ代表

田中 紀子 同上 平野 おはなし「たからばこ

堀谷 エミ子 同上 西成 絵本の会 西成

代表区分

社会教育関係団体

旭

天王寺

学識経験者

学識経験者
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教育委員会事務局中央図書館 教育委員会事務局指導部

所　　属 氏　名 所　　属 氏　名

中央図書館館長 　吉原　康文 初等教育担当　首席指導主事 　赤銅　久和

中央図書館副館長 　小西　和夫 指導部　担当係長　　　　　 　田野　晶子

中央図書館総務担当課長 　森本　保彦

中央図書館利用サービス担当課長 　高橋　俊郎

中央図書館地域サービス担当課長 　大久保　典子 教育委員会事務局生涯学習部

中央図書館地域サービス担当課長代理 　小前　恭則 所　　属 氏　名

中央図書館利用サービス担当課長代理 　松下　玲子 市民学習振興担当課長 　岡本　和夫

中央図書館利用サービス担当課長代理 　川窪　和子 生涯学習部　副参事兼担当係長 　樋上　佳史

中央図書館 担当係長 　赤堀　祐子

 　 〃　  　　〃 　島上　智司

 　 〃　  　　〃 　井上　由美子

 　 〃　  　　〃 　林　　隆子

 　 〃　  　　〃 　縣　　和世

北図書館長 　吉田　和彦

都島図書館長 　波多野　恵子

福島図書館長 　池上　也之保

此花図書館長 　成元　　勝

島之内図書館長 　島津　秀信

港図書館長 　中田　夕子

大正図書館長 　阪田　佳子

天王寺図書館長 　藤江　千恵

浪速図書館長 　波床　裕子

西淀川図書館長 　齋藤　健一

淀川図書館長 　瀬楽　訓子

東淀川図書館長 　齊藤　美子

東成図書館長 　平田　満子

生野図書館長 　川嶋　恵子

旭図書館長 　藤井　直美

城東図書館長 　米川　くりえ

鶴見図書館長 　山田　和伸

阿倍野図書館長 　滝澤　裕美子

住之江図書館長 　鎌田　恵子

住吉図書館長 　角田　人志

東住吉図書館長 　縞居　章子

平野図書館長 　柴田　晴美

西成図書館長 　淺川　裕俊

平成２１年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会事務局名簿

（平成22年3月30日）
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